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今号の紙面から

◇将来を担う人が育つまちをつくる
◇安心して生活できるまちをつくる
◇賑わいのあるまちをつくる
◇暮らしやすいまちをつくる

まちづくり基本目標

４面
パブリックコメント概要
町田市スポーツ推進計画
（案）

町田市民文学館　赤川次
郎展～三毛猫ホームズか
ら愛をこめて

９面

２・３面
子育て特集

　

市
で
は
「
市
民
が
愛
着
を
持
っ

て
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
魅
力

に
あ
ふ
れ
何
度
で
も
訪
れ
た
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
昨
年
度
、「
ま

ち
だ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
基

本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
魅
力
を
明
確
に

し
、
効
果
的
・
戦
略
的
に
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
町
田
を
訪
れ

る
方
を
増
や
し
、
市
内
へ
の
定
住

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
基
本
方
針
の
一
つ
に
掲

げ
る
「
情
報
発
信
活
動
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
の
作

成
」
に
基
づ
き
、
よ
り
効
果
的
な

情
報
発
信
を
行
い
町
田
の
魅
力
を

印
象
づ
け
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
投

票
で
町
田
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決

定
し
ま
す
。
候
補
の
３
つ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、
市
内
の
関
係
団
体
等

で
構
成
す
る
推
進
委
員
会
や
庁
内

組
織
で
構
成
す
る
推
進
本
部
・
作

業
部
会
で
意
見
聴
取
し
、
そ
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
市
が
作
成
し
ま

し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
多
く
の
方
に

愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
市
内
の
団
体
や
個
人
等
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
決
定
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
２

０
１
４
年
１
月　

日
に
行
わ
れ
る

１９

「
ま
ち
カ
フ
ェ
」、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
本
紙
で
公
表
し
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
、
及
び
市
内
の
団
体
に

所
属
し
て
い
る
方

○
投
票
期
間　
　

月　

日
（
火
）

１０

１５

～　

日
（
木
）〔
消
印
有
効
〕

３１
○
投
票
方
法　

選
ん
だ
マ
ー
ク

（
下
図
参
照
）
の
番
号
を
明
記
し
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
投
票
し

て
下
さ
い
。

※
投
票
は
１
人
１
票
の
み
で
す
。

①
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル　

広
報
課

（
〒　

―
８
５
２
０
、
森
野
２
―

１９４
２
―　

、
遍mcity1340@city.mac

                   

２２

hida.tokyo.j

            p  
）
へ
。

②
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

③
投
票
箱　

設
置
場
所
＝
市
役
所

本
庁
舎
（
１
階
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ジ

オ
・
４
階
広
報
課
）、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
駅
前
連
絡
所
、
木
曽

山
崎
・
玉
川
学
園
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町
田
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム

※
各
施
設
で
開
所
日
・
時
間
が
異

な
り
ま
す
。

問
広
報
課
辺
７
２
４
・
２
１
０
１

返
７
２
４
・
１
１
７
１

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

人
々
が
景
観
へ
の
認
識
を
深
め
、

さ
ら
に
創
造
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
景
観
の
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
方
々
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
推

薦
し
て
い
た
だ
き
、
市
が
表
彰
す

る
「
町
田
市
景
観
賞
」
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
８
月
に
募
集
し
た
、
第

１
回
景
観
賞
の
候
補
を
市
役
所
に

展
示
し
一
般
投
票
を
行
い
ま
す
。

　

投
票
結
果
は
、
選
考
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
４
つ
の
部
門

賞
（
①
自
然
景
観
部
門
②
ま
ち
並

み
景
観
部
門
③
文
化
・
歴
史
景
観

部
門
④
生
活
・
活
動
景
観
部
門
）

と
、
そ
の
中
か
ら
町
田
市
景
観
大

賞
を
決
定
し
ま
す
（
２
０
１
４
年

３
月
表
彰
予
定
）。

○
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

○
投
票
期
間　
　

月　

日
（
木
）

１０

１７

～　

日
（
木
）〔
受
付
時
間
＝
平

３１
日
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時
〕

３０

○
投
票
場
所　

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ジ

オ
前
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

○
投
票
方
法　

備
え
付
け
の
投
票

用
紙
に
、
候
補
の
中
か
ら
選
ん
だ

１
点
の
番
号
を
明
記
し
投
票
し
て

下
さ
い
。

※
投
票
は
１
人
１
票
の
み
で
す
。

問
地
区
街
づ
く
り
課
辺
７
２
４
・

４
２
６
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
６
０
１
３

　
　

月　

日
か
ら
、
第　

回
障
害

１０

１２

１３

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
オ
ー
プ
ン
競

技
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
、
町
田
市

立
総
合
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
競
技
の
実
施
時
間
は
、
午
前

　

時
～
午
後
５
時　

分
（　

日
は

１０

３０

１３

午
後
４
時　

分
ま
で
）
で
す
。

３０

　

試
合
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

か
れ
て
、　

点
の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン

２１

ト
制
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
わ
れ

ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
一
般
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
同
じ
で
、
他
の

ル
ー
ル
も
ほ
と
ん
ど
一
般
と
同
様

で
す
。

　

巧
み
な
ラ
ケ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
華

麗
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
車
椅
子
の

チ
ェ
ア
ワ
ー
ク
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

満
載
で
す
。
ぜ
ひ
観
戦
に
お
い
で

下
さ
い
。

※
オ
ー
プ
ン
競
技
は
、
広
く
障
が

い
者
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
す

る
観
点
か
ら
有
効
と
認
め
ら
れ
る

競
技
で
、
今
大
会
で
は　

競
技
が

１７

実
施
さ
れ
ま
す
。

問
東
京
都
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
辺

　

・
３
３
６
５
・
２
７
８
５
（
受

０３付
時
間
＝
午
前　

時
～
午
後
５

１０

時
）、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
町
田
市
実
行
委
員
会
事
務
局

（
国
体
推
進
課
）
辺
７
２
４
・
５

８
３
０
返
７
２
４
・
５
８
３
１

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め　

月　

日
（
土
）
は
、
コ
ン
ビ

１０

１９

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
倆
イ

レ
ブ
ン
）
で
の
証
明
書
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
終
日
停
止
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
停
止
中
は
住
民
票
の

写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
日

に
取
得
を
希
望
す
る
方
は
、
各
駅

前
連
絡
所
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
辺
７
２
４
・
２
１
２
３

返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６
２
６
２

10月19日
（土）
10月19日
（土）
コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止

コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止

第
13
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

オ
ー
プ
ン
競
技

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

が
実
施
さ
れ
ま
す

日時10月12日㊏・13日㊐
会場市立総合体育館

曳 栄叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
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曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

町
田
市
景
観
賞

一
般
投
票
を
行
い
ま
す

▼
▼
▼
▼
▼

1

2

3

町田市ロゴマーク
の投票を行います

みんなで使おうみんなで決めて

　まちだにはすべてが
揃っているから、すべ
ての人にとって、つま
りあなたにとっても
「マッチするまち」を、
親指を立てたＯＫサイ
ンで表現しました。

　「じつは」という言葉
を通して、まちだのバ
ラエティ豊かな魅力を
再発見し、吹き出しの
中に入れられるデザイ
ンにしました。

　まちだの「ひと×ま
ち」のエネルギーが成
長し、未来への可能性・
期待感がふくらんでい
く様子をイメージしデ
ザインしました。

　

市
で
は
、
２
０
０
０
年
～
２
０

０
７
年
ご
ろ
に
発
行
し
た
「
印
鑑

登
録
証
」（
裏
面
に
生
分
解
性
の

素
材
と
記
載
）
に
破
損
の
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
新
し
い
カ
ー
ド
と

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
の

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
受
付
場
所　

市
民
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
）、
各
市
民
セ
ン
タ

ー○
持
ち
物　

本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）・
印
鑑
登

録
証
（
カ
ー
ド
）

※
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
登
録
者
本
人
が
記
入
し
た
代

理
人
選
任
届
（
委
任
内
容
は
印
鑑

登
録
証
引
替
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
が
必

要
で
す
。

※
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
い
た
だ

か
な
い
と
引
き
替
え
で
き
ま
せ

ん
。
細
か
く
割
れ
て
い
て
も
必
ず

お
持
ち
下
さ
い
。

問
市
民
課
辺
７
２
４
・
２
１
２
３

返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６
２
６

２

対象のカードの裏面には、「生分解性
の素材」と記載があります

破
損
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

破
損
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

生
分
解
性
素
材

の
印
鑑
登
録
証

生
分
解
性
素
材

の
印
鑑
登
録
証
交
換
の
お
願
い

交
換
の
お
願
い
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皆さんの子育てを応援します！
　市では、さまざまな保育サービスの充実を図りながら、地域ぐるみで子ど
もたちの健やかな成長を支援していきます。

　子育ての手助けをしてほしい方（依頼会員）と、子育ての協力をしてくれる方（援助会員）
が会員となり、地域の中で子育ての相互援助活動を行い、仕事と育児の両立を支援する事業で
す。依頼会員さんのお願いに対し、援助会員さんが補助的、臨時的なお手伝いをします。
問町田ファミリー・サポート・センター事務局（健康福祉会館地下１階、辺724・0901）

町田ファミリー・サポート・センターのご紹介

こんな時に利用できる保育サービス、あります！

マイ保育園事業始めます！
「近所に知り合いがいないんだけど、親子で友達が欲しいな」
「子どもの離乳食が進まないんだけど、何か良い方法はないかしら？」　

　お子さんが保育園や幼稚園に通っていない家庭を対象
に、身近な認可保育園が子育てについて気軽に相談できる
場となる「マイ保育園事業」を2014年度から始めます。
　マイ保育園事業は、対象となる家庭に、身近な認可保育
園へ登録していただき、登録した認可保育園が上記のよう
なちょっとした子育て相談に対応したり、地域の子育て情
報を提供したりする「かかりつけの窓口」となる事業です。
　マイ保育園事業の対象となる家庭には、直接ご案内をす
る予定です。

　入園には、就労等の要件があり、
申し込みをされた方の中から入園
できる方を市が選考し決定してい
ます。入園を希望する方は入園申
し込みの手続きをして下さい。
〈2014年度（平成26年度）の入園
申し込み〉
　11月１日から子育て支援課（市
役所本庁舎２階）・市内各認可保
育園（幼保連携型認定こども園
含む）・開進幼稚園（１･２歳児枠の認可保育園開設予定）で、入
園申し込みの手続き方法や必要書類、保育園の所在地等を掲載した
「2014年度（平成26年度）保育園入園のしおり」の配布を開始します。
また、12月２日から2014年度４月入園の申込受付を開始します。詳
細は入園のしおりをご確認下さい。
〈入園申し込みの前に、保育園を見に行こう！〉
　お子さんにとって、保育園は１日の大半を過ごすことになる“生
活の場”です。また、各保育園は、それぞれの園の特徴を生かした
保育を行っていますので、申し込みをする前に、入園を希望する保
育園の見学をして下さい。見学に行く際は、事前に保育園に連絡を
お願いします。
〈～きて・みて・あそぼう保育園～第20回町田市保育展〉
　多くの方に保育園を知っていただき、気軽に見学してもらえるよ
うに、11月に市内の認可保育園で、各園の特色あふれる催しを行い
ます。
日11月１日（金）～ 30日（土）
場各保育園
※催しの内容や日程は各保育園で異なります。詳細は町田市ホーム
ページをご覧下さい。

　誰もが「安心して、楽しく子育てができるまちをつくる」こと
を目的として、子ども連れで利用できる公共施設の紹介や出産・
子育て家庭を対象とした各種制度の案内、医療機関情報など、子
育て中の家庭が、知りたい情報、役立つ情報を１冊にまとめてい
ます。
　2013年度版は11月１日から配布を開始します。また、町田市ホ
ームページでもご覧いただけます。

ご存知ですか？子育ての心強い味方！
子育て情報誌「のびっこ」

認可保育園・幼保連携型認定こど
も園(保育園枠)の入園について　

冠婚葬祭などで急な用事が入ってしまった！
入院、介（看）護など緊急の用事が入ってしまった！
リフレッシュタイムが欲しい！

　お子さんを一時的に保育園でお預かりする事業です。実施施設は町田市ホームページ
でご覧いただけます。事業の詳細は各保育園へお問い合わせ下さい。

●一時保育

週に数回、子どもを預かってもらいたい！

　認可保育園の入園要件（週３日以上かつ１日４時間以上お子さんの保育ができない）
には満たないが、定期的にお子さんの保育ができないといった場合にお子さんをお預か
りする事業です。詳細は下記実施施設へお問い合わせ下さい。
〈実施施設〉
小山保育園一時保育施設「エンゼル」（定員５人）辺703・5251
ききょう保育園一時保育施設「なのはな」（定員５人）辺735・2242
成瀬くりの家保育園駅前一時保育施設「まろんちゃんのおうち」（定員5人）辺710・8751

●定期利用保育

年末に出勤しなければならなくなった！

　12月29日、30日の２日間、保護者の方が就労によって家庭での保育をできない場合に、
市立保育園２園（大蔵保育園、町田保育園）でお子さんをお預かりする事業です。詳細
は子育て支援課（辺724・2138）へお問い合わせ下さい。

●年末保育

祝日に仕事をしなくてはならない！

　休日や祝日に仕事や介（看）護、または冠婚葬祭などの理由でお子さ
んの保育ができない場合にお子さんをお預かりする事業です。詳細は実
施保育園（わかば保育園辺726・1007）へお問い合わせ下さい。

●休日保育

子どもが体調不良だけど、どうしても預かってもらわなくてはならない！

　病児・病後児保育とは、保護者の方が勤務等の都合により自らお子さ
んの看護を行うことができない場合に、病院・保育園に併設した専用の
施設で病気にかかっているお子さんや病気の回復期にあるお子さんをお
預かりする事業です。詳細は下記実施施設へお問い合わせ下さい。
〈実施施設〉
【病児保育施設（病気にかかっているお子さん）】
・はやしクリニック病児保育室辺793・3722
【病後児保育施設（病気の回復期にあるお子さん）】
・高ヶ坂ふたば保育園「こすもす」辺720・8215
・かえで保育園「れんげ」辺798・0511
・ききょう保育園「ひまわり」辺735・2242
・小野路保育園第一分園「つくし組」辺708・0231

●病児・病後児保育
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待機児童解消に向けて保育園等の
整備を進めています！

　認可保育園は、20年間期間限定認可保育
園の設置と既存認可保育園の建て替え・改
修等により整備を進め、定員増を図ってい
ます。
　20年間期間限定認可保育園は、現状の保
育園待機児童の増加と将来見込まれる未就
学児童の減少の、両方に対応できるよう町
田市が独自に始めた整備方法で、既存の建
物や民有地を有効活用することで、短期間
で認可保育園が開園できるという大きなメリットがあります。この方法で2010年４
月から2013年４月までに13園を開園し、定員が1139人増えました。
　また、2012年度に認可保育園２園（赤ちゃんの家保育園・花の木保育園）の建て
替えを実施し、その他の改修等と合わせて2010年４月から2013年４月までに定員が
135人増えました。

〈進む！保育園の建て替え〉
　現在、市立山崎保育園・しぜんの国保育園・たかね第二保育園の３園で施設の老
朽化に伴う建て替え工事を進めています。建て替え後の新園舎では、３園合計で82
人の定員増となる予定です。建て替え後の各園の定員については、11月から配布す
る「2014年度（平成26年度）保育園入園のしおり」でご確認下さい。

　保育園待機児童は０歳～２歳までのお子さんが大半を占めるため、市では
既存の幼稚園に０歳～２歳までの認可保育園の機能を持たせて、０歳から就
学前まで継続して幼児教育・保育を一体的に行うことができる、幼保連携型

認定こども園の整備を進めています。
 2013年４月に子どもの森こども園（０歳
～２歳：こっこのもり保育園、３歳～５
歳：子どもの森幼稚園）が開園したほか、
2014年４月に開進認定こども園（１歳～２
歳：（仮称）開進幼稚園付属開進こども園、
３歳～５歳：開進幼稚園）が開園する予定
です。

　保育施設は、「町田市保育サービス３ヵ年計画」に基づき整備を進めています。
しかし、計画策定時の予測より実際の保育園入園希望者数が増加しており、また、
待機児童の年齢や地域に偏りも発生している状況です。このため当初の計画を見直
し、待機児童解消の加速化を図るため、今後の保育施設の整備を次のとおり進めて
いきます。
○20年間期間限定認可保育園を、計画より募集時期を早めて整備します。
○既存の幼稚園に認可保育園の機能を持たせた幼保連携型認定こども園を重点的に
整備します。
○待機児童の大半を占める０歳～２歳の待機児童を、より効果的に解消できるよう
低年齢児のみの認可保育園を整備します。
　今後も待機児童のより効果的な解消に向けて、年齢や地域間の保育需要を考慮し、
バランスの取れた保育サービスの整備を行います。

認可保育園の整備 今後の保育施設の整備について

幼保連携型認定こども園の整備

　市では、「安心して、楽しく子育てができるまちをつくる」という基本政策のもと、さまざまな方法で保育施設の整備を行い、
保育園待機児童の解消に向けて取り組んでいます。
　2010年度～ 2013年度は、認可保育園・家庭的保育者（保育ママ）・幼保連携型認定こども園を柱に整備を行いました。

　家庭的保育者（保育ママ）は、市が認定した保育者
が家庭的な環境の中で、お子さんの発達や個性に柔軟
に対応した少人数の保育を行う事業です。認可保育園
に入れなかった市内在住の０歳～２歳のお子さんを預
かります。
　2010年４月から2013年４月までに10か所を開設しま
した。

家庭的保育者（保育ママ）の開設

子
育
て
特
集

〈保育施設の整備実績〉
認可保育園の整備 家庭的保育者

（保育ママ）
幼保連携型
認定こども園20年間期間限定認可

保育園の新規開園
既存認可保育園の建て替
え・改修等による定員増

2010年度 箇所数 6 ３ 3 0
増定員 492 29 13 0

2011年度 箇所数 1 1 3 0
増定員 53 30 15 0

2012年度 箇所数 4 0 1 0
増定員 410 0 5 0

2013年度 箇所数 2 3 3 1
増定員 184 76 15 37

合　計 箇所数 13 7 10 1
増定員 1,139 135 48 37

2010年 2011年 2012年 2013年
堺 72 47 25 22
忠生 96 115 63 37
町田 79 91 69 83
南 69 100 83 58
鶴川 80 82 53 57
合計 396 435 293 257

2010年度～2013年度に整備を行った保育施設

…20年間期間限定認可保育園

…家庭的保育者（保育ママ）

…既存保育園の建て替え・改修等

…幼保連携型認定こども園
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問子育て支援課辺724・2137、2138
　 返050・3101・9459

待機児童数の推移（各年４月１日現在）

地域別の待機児童数の推移（各年４月１日現在）

20年間期間限定認可保育園の「もりのおがわ保育園」

幼保連携型認定こども園の「こっこのもり保育園」
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２
０
１
４
年
度
か
ら
認
可
保
育
園
の

保
育
料
を
改
定
し
ま
す

２
０
１
４
年
度
か
ら
認
可
保
育
園
の

保
育
料
を
改
定
し
ま
す

認
可
保
育
園
と
認
可
外
保
育
施
設
の
格
差
是
正
・
公
平
性
維
持
の
た
め
に

　
市
で
は
認
可
保
育
園
と
認
可
外

保
育
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

の
公
平
性
を
保
ち
つ
つ
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
に
、
外
部
の
委
員
で
構
成
す
る

「
町
田
市
保
育
料
等
の
在
り
方
検

討
委
員
会
」
を
２
０
１
２
年
６
月

に
設
置
し
、
保
育
料
等
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
委
員
会
か
ら

の
「
認
可
保
育
園
と
認
可
外
保
育

施
設
の
利
用
者
間
の
格
差
を
解
消

す
る
た
め
に
、
認
可
保
育
園
の
保

育
料
を
引
き
上
げ
る
方
向
で
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
提

言
を
受
け
、
２
０
１
４
年
度
か

ら
、
月
額
で
平
均
２
２
２
９
円
、

最
高
５
０
０
０
円
の
増
額
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
認
可
保
育
園
・
認
可
外
保
育
施

設
の
費
用
の
負
担
割
合
の
現
状
】

　
市
内
に
は
市
立
・
私
立
合
わ
せ

て
　
園
の
認
可
保
育
園
が
あ
り
ま

６３
す
。
認
可
保
育
園
は
保
護
者
の
方

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
育
料
の

ほ
か
に
、
国
・
都
・
市
の
公
費
負

担
（
税
金
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
可
保
育
園
に
在
園

し
て
い
る
お
子
さ
ん
１
人
当
た
り

に
か
か
る
保
育
費
用
の
う
ち
、
保

育
料
と
し
て
保
護
者
の
方
に
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
割
合
は
　２０

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
・
都
・

市
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
お
子
さ
ん
が

認
可
外
保
育
施
設
に
在
園
し
て
い

る
保
護
者
の
方
の
負
担
割
合
は
、

　
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２５　
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
保
護
者
の
方
に
は
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
補
助

金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
認
可
保

育
園
と
比
べ
る
と
負
担
割
合
に
差

が
見
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
認
可

外
保
育
施
設
に
対
し
て
、
認
可
保

育
園
よ
り
も
多
く
公
費
負
担
を
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
格
差
が

解
消
さ
れ
な
い
の
が
現
状
で
す

（
図
２
参
照
）。

○
変
更
後
の
保
育
料

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
認
可
保

育
園
の
月
額
平
均
保
育
料
は
推
計

で
１
万
８
９
７
４
円
（
２
０
１
２

年
度
平
均
１
万
６
７
４
５
円
）、

保
護
者
の
方
の
負
担
割
合
は
　
・
２３

６
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
認
可

保
育
園
の
市
に
よ
る
保
護
者
負
担

軽
減
額
と
認
可
外
保
育
施
設
の
保

護
者
補
助
金
額
は
同
程
度
と
な
り

ま
す
（
図
１
・
２
参
照
）。

　
市
は
今
後
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
で
き
る
よ
う
、
認
可
保
育
園
に

対
す
る
公
費
負
担
軽
減
分
を
、
地

域
に
お
け
る
関
係
機
関
に
よ
る
き

め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
の
実
施

に
充
て
て
い
き
ま
す
。
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【図１】認可保育園に在園するお子さんの8時間
保育にかかる費用の負担割合［月額］

【図２】認可外保育施設に在園するお子さんに
かかる費用の負担割合［月額］

変更前（現行）2012年度決算

変更後（新保育料）2013年3月試算

※認可外保育施設負担割合は、認証保育所、家
庭的保育、認定こども園、保育室に在園してい
るお子さん１人当たりにかかる費用を、平均値
として表しています。

合計　8万250円

国基準徴収額（国
による保護者負
担保育料の基準）
3万4289円
（42.7％）

合計　8万250円

児童福祉法により公費
負担とされている額
4万5961円（57.3％）

町田市保育料
（保護者が負担）
1万6745円
20.9％

保護者負担の軽減分
（市が負担）
1万7544円
21.8％

公費負担
（国・都）
3万1682円
39.5％

公費負担（市）
1万4279円　17.8％

合計　12万7482円

認可保育園における
国基準徴収額（国によ
る保護者負担の基準）
に相当する額
4万7925円(37.6%)

認可保育園における
児童福祉法により公
費負担とされている
額に相当する額
7万9512円(62.4%)

保育料
（保護者が負担）
3万2925円
25.8％

保護者補助金
（市が負担）
1万5000円
11.8％

公費負担
（都）
3万9756円
31.2％

公費負担（市）
3万9756円　31.2％

町田市保育料
（保護者が負担）
1万8974円
23.6％

保護者負担の軽減分
（市が負担）
1万5315円
19.1％

変更後は、国基準
徴収額（国による
保護者負担の基
準）のうち、保護
者が負担する金
額（保育料）が増
額されます。

日程等受験資格募集人員職　種

○郵送受付
１０月２５日（金）まで

○電子申請
１０月１５日（火）～
２５日（金）午後５
時まで

○１次試験日
１１月１０日（日）

自力により通勤ができ、かつ介護者な
しに職務の遂行が可能な方で、次のす
べての要件を満たす方
①身体障害者福祉法第１５条に定める身
体障害者手帳の交付を受けている方
②通常の勤務時間（週３８時間４５分、１
日７時間４５分）に対応できる方
③活字印刷文による出題に対応できる
方
④年齢要件　Ⅰ類＝１９７８（昭和５３）年
４月２日から１９９２（平成４）年４月１
日までに生まれた方、Ⅲ類＝１９９２（平
成４）年４月２日から１９９６（平成８）
年４月１日までに生まれた方

若干名

身体障がい者対象
一般事務職

（Ⅰ類大学卒程度）
（Ⅲ類高校卒程度）

１９９２（平成４）年４月２日から１９９６
（平成８）年４月１日までに生まれた方若干名一般事務職

（Ⅲ類高校卒程度）
次の２つの要件を満たす方
①１９７８（昭和５３）年４月２日から１９９２
（平成４）年４月１日までに生まれた方
②大学のそれぞれの専門技術系学科を
卒業、または２０１４（平成２６）年３月ま
でに卒業見込み、もしくはそれと同等
の知識を有する方
※専門技術系学科の大学卒業と同等の
知識を有すれば学歴要件は必要ありま
せん。

１０人程度土木技術職
（Ⅰ類大学卒程度）

若干名建築技術職
（Ⅰ類大学卒程度）

若干名機械技術職
（Ⅰ類大学卒程度）

若干名電気技術職
（Ⅰ類大学卒程度）

１９８３（昭和５８）年４月２日以降に生ま
れた方で栄養士の資格を有する方、ま
たは２０１４（平成２６）年春までに取得見
込みの方

若干名栄養士

１９７８（昭和５３）年４月２日以降に生ま
れた方で歯科衛生士の資格を有する
方、または２０１４（平成２６）年春までに
取得見込みの方

１人歯科衛生士

１９７８（昭和５３）年４月２日以降に生ま
れた方で獣医師、薬剤師または食品衛
生監視員任用の資格を有する方、もし
くは２０１４（平成２６）年春までに取得見
込みの方

いずれか
１人

獣医師
薬剤師

衛生技術職
（Ⅰ類大学卒程度）
１．全職種とも地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方は受験できません。　
２．試験は活字印刷文で行います。
３．全職種とも採用試験実施要項をよくお読みのうえ申し込み下さい。
※保育士および保健師の採用試験は、１２月１日に実施する予定です。　
※採用試験実施要項と受験申込書は町田市ホームページからダウンロードできます。また市
役所本庁舎、各市民センターで配布します。

町田市職員募集（２０１４年４月採用予定町田市職員募集（２０１４年４月採用予定））
問職員課辺７２４･２１９９

　２００９年１２月に策定した「町田市スポーツ振興計画（２００９年度～２０１８年度）」は
中間年で見直しをすることが定められており、今回スポーツを取り巻く環境の
変化を踏まえ改定します。また、２０１１年に制定されたスポーツ基本法に基づき、
名称を「スポーツ推進計画」と改めます。

町田市スポーツ推進計画（案）の概要　 

〈計画期間〉
　２０１４年度～２０１８年度の５年間
〈基本理念〉
①スポーツ環境の整備及び魅力ある地域社会の形成
②スポーツを通じた健康の保持及び増進に関する知識の向上
③市・市民等・ホームタウンチーム及びスポーツ関連団体による相互の信頼
の下の連携、協力

〈目指す将来の姿〉
　スポーツで人とまちがひとつになる
〈施策の展開〉
○戦略１　市民スポーツの普及・推進
・推進施策１：地域におけるスポーツの推進（幼児期の身体活動推進、健康
づくりとの連携、高齢者のニュースポーツ等）

・推進施策２：「市民スポーツ」の環境づくり（クラブハウス・ストリート
系スポーツの整備、地域スポーツクラブの推進、既存施設の有効活用等）

○戦略２　トップスポーツ支援
・推進施策３：ホームタウンチームへの支援と協働（シティセールスの推進、
ホームタウンチーム・アスリート情報の発信力強化等）

・推進施策４：「トップスポーツ」の環境づくり（トップアスリートとの交
流の活性化、ボランティアスタッフが活躍できる仕組みづくり等）

○戦略３　スポーツ環境の整備
・推進施策５：スポーツのまちづくり（野津田公園の整備、スポーツ・ツー
リズムの連携促進等）

ご意見の提出方法　 

募集期間　１１月９日（土）まで
〈資料の閲覧・配布〉
　計画（案）の詳細は町田市ホームページに掲載しています。また、スポーツ
振興課のほか次の窓口で閲覧及び資料の配布を行っています（各窓口で開庁日
・時間が異なります）。
○配布場所　市政情報課・市民相談室（市役所本庁舎１階）、各市民センター、
各駅前連絡所、木曽山崎・玉川学園の各コミュニティセンター、各市立図書館、
町田市民文学館、生涯学習センター、男女平等推進センター、総合体育館、サ
ン町田旭体育館、市立室内プール、陸上競技場、相原中央公園管理事務所
〈意見等の提出方法〉
　郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、または担当課ほか資料を配布している窓口へ直接
提出して下さい。郵便の場合は配布資料に添付している専用封筒（料金受取人
払郵便）をご利用いただけます。
○担当課　スポーツ振興課（〒１９４−８５２０、森野２−２−２２、市役所本庁舎１０階、
辺７２４・４０３６返０５０・３１０１・０４８８遍mcity1290@city.machida.tokyo.jp）

－注意事項－
○書式は自由ですが、住所、氏名、連絡先、案件名を明記して下さい。
○電話、窓口での口頭によるご意見は、お受けできません。
○ご意見への個別の回答は行いません。
○公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が含まれるも
のは無効とします。

○寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情報を除き、２０１３年１２月下
旬に公表します。

パブリック
コメント
概　要

町田市スポーツ推進計画（案）
問スポーツ振興課辺７２４・４０３６返０５０・３１０１・０４８８

皆さんのご意見をお寄せ下さい
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町
田
市
長 

　
石
阪
丈
一
 

カ
ワ
セ
ミ

　　通
信
83

カ
ワ
セ
ミ

　　通
信
83

カ
ワ
セ
ミ

　　通
信
83

　
９
月
半
ば
の
台
風
　
号
を
境

１８

に
、
猛
暑
の
夏
か
ら
一
転
、
涼
し

さ
が
や
っ
て
き
て
秋
に
な
り
ま
し

た
。
札
幌
市
の
北
東
に
あ
る
宮
島

沼
（
美
唄
市
）
に
、
マ
ガ
ン
の
群

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し

た
こ
と
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、「
ま

ち
だ
名
産
品
の
店
」
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
名

前
も
「
 心
  和
 」
と
い
う
愛
称
が
つ

こ
こ
 
わ

き
、
心
和
ま
せ
る
店
づ
く
り
を
そ

の
ま
ま
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
急
線
町
田
駅
西
口
の
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
前
に
オ
ー
プ
ン
し
て

約
　
年
。
さ
す
が
に
、
古
め
か
し

３０
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１
３
の
開
幕
に
合
わ
せ
て
、
全
面

改
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ま
ち
だ
名
産
品
の
店
」

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
就
労

の
場
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
ま

ち
だ
育
成
会
が
、
運
営
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
店
舗

は
、
障
が
い
者
施
設
の
製
品
の
ほ

か
、
そ
の
名
の
通
り
、
町
田
の
名

産
品
の
販
売
所
と
し
て
、
市
内
外

の
方
に
町
田
の
名
産
品
を
知
っ
て

も
ら
い
、
利
用
し
て
も
ら
う
と
い

う
名
産
品
の
製
造
・
販
売
の
活
性

化
を
担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

駅
前
と
い
う
立
地
を
生
か
し
て
、

こ
の
町
を
訪
ね
て
く
る
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
案
内
と
情
報
提
供
を

し
、
観
光
の
振
興
に
も
一
役
買
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
修
工
事
は
、
企
画
か
ら
工
事
費

用
ま
で
す
べ
て
育
成
会
が
法
人
事

業
と
し
て
進
め
て
き
た
も
の
で

す
。
　
ぽ
っ
ぽ
町
田
も
、
昨
年
新
し
く

開
店
し
た
ダ
リ
ア
園
の
休
憩
所

も
、
ま
た
、
先
日
開
館
し
た
小
野

路
宿
里
山
交
流
館
も
、
い
ず
れ
も

「
ま
ち
だ
名
産
品
の
店
」
と
同
じ

く
、
市
民
の
雇
用
・
活
動
の
場
の

拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
・
商
業

活
性
化
、
そ
し
て
観
光
振
興
の
三

つ
の
意
義
、
意
味
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
と
お

知
り
合
い
へ
の
宣
伝
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

9月28日に行われた「心和」のオープン式典

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

れ
４
０
０
０
羽
が
渡
っ
て
き
た
、

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し

た
。
マ
ガ
ン
や
ヒ
シ
ク
イ
な
ど

は
、　
月
以
降
に
な
る
と
東
北
地

１１

方
な
ど
の
内
地
に
渡
っ
て
き
ま

す
。
こ
う
し
た
冬
鳥
に
先

が
け
て
、
小
型
の
鴨
の
仲

間
、
コ
ガ
モ
が
広
袴
調
整

池
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ガ
モ
は
他
の
カ
モ
た
ち

よ
り
早
く
渡
っ
て
き
て
、

季
節
の
変
化
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
冬
場
の
テ
リ
ト

リ
ー
確
保
の
た
め
の
モ
ズ

の
高
鳴
き
も
始
ま
り
ま
し

た
。
　
さ
て
、
原
町
田
４
丁
目

の
「
ぽ
っ
ぽ
町
田
」
の
広

場
・
店
舗
が
、
８
月
　
日
３１

８
・
９
３
９
７
返
７
７
８
・
９
３

９
６
）
へ
。

問
健
康
課
辺
７
２
５
・
５
４
７
１

返
７
２
５
・
５
１
９
８

  
認
可
保
育
園
職
員

　
詳
細
は
認
可
保
育
園
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

対
有
資
格
者

○
み
ど
り
の
森
保
育
園
（
辺
７
０

８
・
８
１
６
１
）
＝
保
育
士
・
看

護
師
（
常
勤
）

問
子
育
て
支
援
課
辺
７
２
４
・
２

１
３
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

９
４
５
９

町
田
市
民
病
院
臨
時
職
員

　
採
用
時
期
は
、
相
談
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

対
看
護
補
助
（
二
交
替
制
）、
看

護
師
（
有
資
格
者
、
①
三
交
替
制

②
日
勤
）、
い
ず
れ
も
若
干
名

選
考
書
類
、
面
接
　

申
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を

　
月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送

１０

２１

で
町
田
市
民
病
院
総
務
課
（
〒
　１９４

―
０
０
２
３
、
旭
町
２
―
　
―
１５

　
、
辺
７
２
２
・
２
２
３
０
、
内

４１線
７
４
１
４
）
へ
。

 市
民
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ま

ち
カ
フ
ェ
」

参
加
団
体
募
集

　
市
内
で
活
躍
す
る
町
内
会
・
自

治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
活
動

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

  
健
康
づ
く
り
講
習
会

【
血
管
が
傷
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

？
今
す
ぐ
始
め
た
い
外
糖
尿
病
予

防
と
改
善
】

　
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
、
下
表
の
検
査
値

の
い
ず
れ
か
に
お
お
む
ね
該
当
す

る
　
歳
以
下
の
方

６４
場
健
康
福
祉
会
館

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２４
申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
イ
ベ

１０

２２

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・
５

健
康
案
内

健
康
案
内

市
民
健
康
講
座

　
町
田
市
医
師
会
と
の
共
催
で

す
。

日
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
か

１１

１６

ら場
健
康
福
祉
会
館

内
①
長
引
く
咳
～
咳
の
原
因
あ
れ

こ
れ
②
咳
と
耳
鼻
咽
喉
科
の
病
気

～
特
に
鼻
疾
患
に
つ
い
て

講
①
（
独
）
国
立
病
院
機
構
相
模

原
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
科
医
長
・
関

谷
潔
史
氏
②
山
本
耳
鼻
咽
喉
科
院

長
・
山
本
一
博
氏

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り

ま
す
。

定
２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
正
午
～
　
月
　
日
に

１０

１１

１１

１４

電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺

７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
健
康
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
９

１
６
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
４

３
１
５

北
里
大
学
病
院

市
民
公
開
講
座

【
在
宅
に
お
け
る
排
便
ケ
ア
】

日
　
月
２
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１１

１０

正
午

場
同
大
学
医
学
部

講
亀
田
総
合
病
院
ウ
ロ
ギ
ネ
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・

神
山
剛
一
氏

定
２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、　
月
　
日

１０

２５

ま
で
（
必
着
）
に
同
大
学
病
院
患

者
支
援
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
担
当

（
〒
　
―
０
３
７
５
、
相
模
原
市

２５２
南
区
北
里
１
―
　
―
１
、
辺
７
７

１５

６
５
６
）
へ
。

問
健
康
課
辺
７
２
５
・
５
１
７
８

返
７
２
５
・
５
１
９
８

と
書
き
、
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記

し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
保
健

企
画
課
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
森

１９４

野
２
―
２
―
　
、
返
０
５
０
・
３

２２

１
０
１
・
８
２
０
２
）
へ
。

資
料
の
配
布
・
閲
覧
窓
口
保
健
企

画
課
（
市
役
所
本
庁
舎
７
階
）、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
町
田
・
南
町

田
・
鶴
川
の
各
駅
前
連
絡
所
、
町

田
市
保
健
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
町
田

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
）、
健
康

課
（
健
康
福
祉
会
館
）

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
医
療

・
福
祉
→
町
田
市
保
健
所
→
保
健

栄
養
→
食
育
推
進
）
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

○
書
式
は
自
由
で
す
。

○
電
話
、
窓
口
で
の
口
頭
に
よ
る

ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

○
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
の
個
人

情
報
は
公
開
し
ま
せ
ん
。

問
保
健
企
画
課
辺
７
２
４
・
４
２

４
１

団
体
等
が
一
堂
に
集
う
「
ま
ち
カ

フ
ェ
」
で
、
団
体
交
流
や
活
動
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
せ
ん
か
。

※
　
月
　
日
に
参
加
団
体
向
け
の

１０

３０

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
（
任

意
）。
詳
細
は
市
民
協
働
推
進
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

対
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
活
動
団
体
等

開
催
日
２
０
１
４
年
１
月
　
日
１９

（
日
）

場
市
役
所
本
庁
舎

内
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
、
物
販
等

申
　
月
８
日
ま
で
に
電
話
で
市
民

１１
協
働
推
進
課
（
辺
７
２
４
・
４
３

６
２
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い

合
わ
せ
は
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７
へ
。

ポ
イ
捨
て
・
路
上
喫
煙
禁
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
で
は
、
地
域
の
環
境
美
化
を

推
進
す
る
た
め
、
町
田
駅
周
辺
を

「
美
化
推
進
重
点
区
域
」
及
び
「
道

路
等
喫
煙
禁
止
区
域
」
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
区
域
内
の
道
路
等

で
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
路
上
喫

煙
（
美
化
推
進
指
導
員
の
喫
煙
中

止
の
指
導
・
命
令
に
違
反
し
た
場

合
）
を
す
る
と
罰
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
区
域
の
周
知
を
図

る
た
め
、「
ポ
イ
捨
て
・
路
上
喫

煙
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
　

１０

２５

３０

分
か
ら

場
町
田
駅
周
辺

問
環
境
保
全
課
辺
７
２
４
・
２
７

１
１
返
０
５
０
・
３
１
６
０
・
５

４
７
８

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

町
田
市
食
育
 

推
進
計
画
（
案
）

　
２
０
１
２
年
　
月
に
町
田
市
の

１２

食
育
推
進
計
画
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結
果

を
踏
ま
え
「
町
田
市
食
育
推
進
計

画
」（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
案
に
関
し
て
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
月
　
日
（
月
）
ま
で

１０

２１

（
必
着
）

提
出
方
法
「
町
田
市
食
育
推
進
計

画
（
案
）
に
関
す
る
意
見
募
集
」

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
現
在
、
計
画
を
進
め
て
い
る
、

新
た
な
ご
み
の
資
源
化
施
設
の
整

備
に
あ
た
り
、
市
民
と
協
働
し

て
、
安
心
か
つ
安
全
な
施
設
を
整

備
す
る
た
め
、
ご
み
の
資
源
化
施

設
地
区
連
絡
会
を
設
置
し
検
討
を

行
い
ま
す
。
こ
の
連
絡
会
は
、
対

象
地
区
ご
と
に
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、
地
区
の
住
民
代
表
で
構
成
し

ま
す
。

【
第
１
回
相
原
地
区
資
源
ご
み
処

理
施
設
連
絡
会
の
傍
聴
の
ご
案

内
】

日
　
月
　
日（
土
）午
後
６
時
か
ら

１０

１９

場
武
蔵
岡
ア
パ
ー
ト
第
２
集
会
所

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
５
人
（
申
し
込
み
順
）

※
今
後
、
他
の
建
設
予
定
地
周
辺

地
区
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
開
催

す
る
予
定
で
す
。

申
　
月
　
日
午
前
９
時
～
　
日
午

１０

１１

１８

後
５
時
に
電
話
で
循
環
型
施
設
整

備
課
（
辺
７
２
４
・
４
３
８
４
）

へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
返
０
５
０
・
３
１
６
０
・
５
４

７
９
へ
。

を設置します

ごみの
資源化施設
地区連絡会

健康づくり講習会　日程表（全３回）
内　容日　時

血管年齢測定、病態についての話（医師）、
グループワーク

１０月３０日（水）午後１時
～４時

調理実習と食生活の話（栄養士）、運動
の話と実技（健康運動指導士）、休養と
ストレスについての話（保健師）

１１月７日（木）午前９時
１５分～午後３時３０分

個別相談（保健師・栄養士）１１月２９日（金）午前また
は午後（予約制）
検査値：空腹時血糖＝１１０～１２５mg、またはＨｂＡ１ｃ：５.５～６.０（ＪＤ
Ｓ）・５.９～６.４（ＮＧＳＰ）

申し込み定　員会　場日　時会議名
事前に電話またはＦＡ
Ｘで福祉総務課（辺７２４
・２１３３返０５０・３１０１・
０９２８）へ

５人
（申し込み順）

市役所本庁
舎２階会議
室２−２

１０月１７日
（木）午前１０
時～正午

町田市福祉有償
運送運営協議会

１０月２２日午後５時ま
でに電話で環境政策
課（辺７２４・４３８６）へ

１０人
（申し込み順）

市役所本庁
舎２階会議
室２−２

１０月２３日
（水）午後６
時～８時

町田市廃棄物減
量等推進審議会



日
　
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

２１

１１

場
市
役
所
本
庁
舎
前
（
森
野
２
―
２
―
　
）
２２

町
田
産
新
鮮
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
外
　
市
役
所
ま
ち
☆
ベ
ジ
市

問
農
業
振
興
課
　
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６

　
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９
９
１
３

 町
田
時
代
祭
り
２
０
１
３

武
者
行
列
の
参
加
者
募
集

　
　
月
　
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

１０

２７

る
「
町
田
時
代
祭
り
２
０
１
３
」

武
者
行
列
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
（
事
前
講
習
会
へ
の
参
加
が
必

須
）。

【
事
前
講
習
会
を
行
い
ま
す
】

日
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１０

１９

４
時

場
町
田
商
工
会
議
所

内
①
 直
  垂
 と
太
刀
②

ひ
た
 た
れ

 甲
  冑
 

か
っ
 ち
ゅ
う

定
①
　
人
②
　
人
（
い
ず
れ
も
申

３０

２０

し
込
み
順
）

費
①
１
万
円
②
３
万
円

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
性
別
・
参
加

希
望
の
番
号
と
項
目
を
明
記
し
、

　
月
　
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田

１０

１８

時
代
祭
り
２
０
１
３
実
行
委
員
会

（
返
７
２
４
・
１
９
５
２
）
へ
。

問
町
田
時
代
祭
り
２
０
１
３
実
行

委
員
会
事
務
局
（
町
田
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
）
辺
７
２

４
・
１
９
５
１
（
受
付
時
間
＝
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）、

町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・

２
１
２
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
９
６
１
５

市
内
の
銭
湯
で

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

　
　
月
１
日
か
ら
市
内
２
浴
場
で

１０
利
用
で
き
る
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
（
入
浴
１
回
で
１
ポ

１５イ
ン
ト
）
を
集
め
る
と
、
無
料
入

浴
が
１
回
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
発
行
を
希
望
の
方
は
、

番
台
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
な
お
、「
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

（
風
呂
の
日
・
朝
湯
・
し
ょ
う
ぶ

湯
・
ゆ
ず
湯
・
敬
老
の
日
）」
は
、

終
了
し
ま
し
た
。

場
大
蔵
湯
（
木
曽
町
５
２
２
）、

金
森
湯
（
金
森
３
―
　
―
　
）

２２

２１

問
大
蔵
湯
辺
返
７
２
３
・
５
６
６

４
、
金
森
湯
辺
返
７
９
６
・
５
９

２
６
、
町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７

２
４
・
２
１
２
９
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
９
６
１
５

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税

（
家
屋
）
の

減

額

制

度

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固
定

資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

※
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
か

月
以
内
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

【
耐
震
改
修
】

対
１
９
８
２
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
を
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
改
修

工
事
（
工
事
費
用
が
　
万
円
を
超

５０

え
る
も
の
）
を
行
っ
た
も
の

内
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減

額
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
２
０

㎡
相
当
分
を
上
限
）

減
額
期
間
２
０
１
３
年
１
月
～
２

０
１
５
年
　
月
に
工
事
が
終
了
し

１２

た
場
合
＝
翌
年
度
１
年
分
（
た
だ

し
、「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す

る
、
通
行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格

建
築
物
に
該
当
す
る
も
の
は
翌
年

度
分
か
ら
２
年
分
）

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
】

対
２
０
０
７
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
（
補

助
金
な
ど
を
除
く
工
事
費
用
が
　５０

万
円
を
超
え
る
も
の
）
を
行
っ
た

も
の

内
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を

減
額
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
０

０
㎡
相
当
分
を
上
限
）

減
額
期
間
改
修
工
事
完
了
の
翌
年

度
１
年
分

【
省
エ
ネ
改
修
】

対
２
０
０
８
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
省
エ
ネ
改
修
工
事
（
窓
の
断
熱

改
修
工
事
が
必
須
・
工
事
費
用
が

　
万
円
を
超
え
る
も
の
）
を
行
っ

５０た
も
の

内
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を

減
額
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
２

０
㎡
相
当
分
を
上
限
）

減
額
期
間
改
修
工
事
完
了
の
翌
年

度
１
年
分

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
及
び
省
エ

ネ
改
修
に
伴
う
減
額
は
、
各
々
の

申
告
に
よ
り
同
時
に
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

に
係
る
減
額
制
度
と
同
時
に
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
資
産
税
課
家
屋
係
辺
７
２
４
・

２
１
１
８
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
０
９
４

住
宅
の
耐
震
化
を
応
援

【
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会
】

対
市
内
の
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅

を
自
ら
が
所
有
し
居
住
し
て
い
る

方日
・
場
　
月
　
日
＝
な
る
せ
駅
前

１１

１２

市
民
セ
ン
タ
ー
、　
月
　
日
＝
玉

１１

２６

川
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
午
後
２
時

～
４
時

内
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診

断
と
耐
震
化
助
成
制
度
の
説
明
、

個
別
相
談
、
申
請
の
受
け
付
け

定
各
　
人
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み

５０

順
）

申
電
話
で
建
物
住
宅
対
策
課
へ
。

持
ち
物
建
築
確
認
通
知
書
（
建
築

時
期
の
わ
か
る
も
の
）
と
図
面

（
建
物
・
土
地
の
状
況
が
わ
か
る

も
の
）

※
町
内
会
・
自
治
会
で
耐
震
相
談

会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
（
日
程
の
調
整
を

お
願
い
す
る
場
合
有
り
）。

【
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診

断
】

対
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
木
造
戸
建
て
住
宅
を
自
ら

が
所
有
し
居
住
し
て
い
る
方

申
住
宅
の
建
築
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
（
建
築
確
認
通
知
書

等
）
の
写
し
と
住
宅
の
図
面
の
写

し
を
持
っ
て
、
直
接
建
物
住
宅
対

策
課
（
市
役
所
本
庁
舎
８
階
）
へ
。

※
木
造
住
宅
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
耐
震
化
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。

※
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
に

関
し
て
、
市
職
員
が
突
然
訪
問

し
、
診
断
や
工
事
を
勧
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
が
委

託
し
て
い
る
耐
震
調
査
士
・
耐
震

診
断
士
は
、
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

安
を
感
じ
た
と
き
は
、
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
建
物
住
宅
対
策
課
辺
７
２
４
・

４
２
６
９
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
６
１
０
９

低
年
齢
児
認
可
保
育
所
事
業

概
要
説
明
会

　
市
で
は
、
待
機
児
童
の
早
急
な

解
消
を
目
指
し
、
待
機
児
童
の
約

　
％
を
占
め
る
０
～
２
歳
児
を
対

９０象
と
し
た
　
年
間
限
定
の
認
可
保

２０

育
所
の
公
募
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
民
間
か
ら
土
地
と
建
物
の
提
供

を
受
け
た
運
営
法
人
が
保
育
所
を

開
設
す
る
新
築
型
、
も
し
く
は
民

間
か
ら
借
り
受
け
た
建
物
を
運
営

法
人
が
改
修
し
て
保
育
所
を
開
設

す
る
改
修
型
、
い
ず
れ
か
を
開
設

す
る
保
育
所
を
１
園
公
募
し
ま

す
。
　
本
制
度
で
は
建
設
費
と
賃
借
料

の
一
部
を
市
が
補
助
す
る
予
定

で
、
開
所
日
は
、
新
築
型
・
改
修

型
と
も
に
２
０
１
４
年
　
月
を
基

１０

本
と
し
ま
す
。
説
明
会
当
日
に
詳

細
を
説
明
し
ま
す
。

対
①
東
京
都
・
神
奈
川
県
に
お
い

て
認
可
保
育
所
を
１
年
以
上
運
営

し
て
い
る
法
人
②
市
内
の
う
ち
、

町
田
駅
周
辺
地
域
の
指
定
エ
リ
ア

に
土
地
建
物
を
所
有
す
る
者
（
詳

細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支
援

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）、

建
設
業
者
及
び
設
計
業
者
等
 

日
　
月
　
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

１０

２４

場
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

内
公
募
要
件
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

補
助
内
容
等

申
参
加
者
氏
名
・
質
問
事
項
を
明

記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、　
月
　
日
ま
で
に
、
子
育
て

１０

２３

支
援
課
（
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
９
４
５
９
遍mcity380@city.m

               a  

chida.tokyo.j

             p  ）
へ
。

問
子
育
て
支
援
課
辺
７
２
４
・
４

４
６
７測

量
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

く
都
市
再
生
地
籍
調
査
事
業
の
実

施
に
伴
い
測
量
を
行
い
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
私
有
地
に
立
ち
入

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
測
量
者
は

町
田
市
発
行
の
土
地
立
入
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思

っ
た
時
は
証
票
の
提
示
を
お
求
め

下
さ
い
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
間
　
月
中
旬
～
２
０
１
４
年
３

１０

月
下
旬

区
域
鶴
川
三
丁
目
・
大
蔵
町
の
各

一
部

※
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

問
道
路
用
地
課
辺
７
２
４
・
１
１

５
５
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
５

３
６
８

 街
頭
相
談
を
実
施
し
ま
す

住
宅
・
造
園
相
談
会

　
街
頭
住
宅
・
造
園
相
談
会
（
無

料
） 
の
ほ
か
、
木
工
製
品
や
花
・

苗
木
の
販
売
等
も
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
　
日
（
日
） 
午
前
　
時
～

１０

２０

１０

午
後
３
時
　
分
３０

場
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
２
階

市
民
広
場

問
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

お
い
で
下
さ
い

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
カ

ラ
オ
ケ
、
簡
単
な
入
浴
、
囲
碁
・

将
棋
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
サ
ー
ク

ル
活
動
等
を
、
高
齢
者
の
方
が
無

料
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
利
用
者
用
の
送
迎

バ
ス
「
長
寿
号
」
が
市
内
を
運
行

し
て
い
ま
す
（
運
行
日
程
は
、
本

紙
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
参

照
）。

所
在
地
①
ふ
れ
あ
い
桜
館
＝
下
小

山
田
町
３
５
８
０
、
辺
７
９
７
・

２
９
７
１
②
ふ
れ
あ
い
も
み
じ
館

＝
金
森
東
３
―
　
―
　
、
辺
７
９

１７

１４

６
・
１
０
２
０
③
ふ
れ
あ
い
い
ち

ょ
う
館
＝
大
蔵
町
１
９
８
４
―

１
、
辺
７
３
５
・
５
０
２
０
④
ふ

れ
あ
い
け
や
き
館
＝
相
原
町
７
９

５
―
１
（
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
２

階
）、
辺
７
７
０
・
６
２
３
４
⑤

ふ
れ
あ
い
く
ぬ
ぎ
館
＝
山
崎
町
２

１
６
０
―
４
（
木
曽
山
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
辺
７

９
３
・
６
３
３
１
⑥
ふ
れ
あ
い
も

っ
こ
く
館
＝
原
町
田
５
―
８
―
　２１

（
健
康
福
祉
会
館
３
階
）、
辺
７
２

４
・
５
０
７
６

対
市
内
在
住
の
介
助
が
必
要
で
な

い
　
歳
以
上
の
方

６０
※
初
回
利
用
時
に
、
健
康
保
険
証

等
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
下

さ
い
。

開
館
時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
利
用
内
容
で
終
了
時
間
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
各
施
設
へ
ご

確
認
下
さ
い
。

休
館
日
祝
日
（
敬
老
の
日
は
開

館
）、
年
末
年
始
、
①
～
③
月
曜

日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
も
休
館
）、
④
～
⑥
日
曜
日

※
ふ
れ
あ
い
桜
館
は
施
設
修
繕
の

た
め
、　
月
　
日
は
臨
時
休
館
し

１０

２０

ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
４
１
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

在
日
外
国
人
等
の
方
に
支
給
し
ま

す
福
祉
給
付
金

　
１
９
８
６
年
３
月
　
日
以
前
に

３１

日
本
に
移
住
し
た
在
日
外
国
人

（
特
別
永
住
者
）
等
の
方
で
、　
公

的
年
金
の
受
給
要
件
を
制
度
上
満

た
す
こ
と
の
で
き
な
い
方
に
、
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
１
９
２
６
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
②
１
９
６
２
年
１
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
障
が
い
の

あ
る
方
で
、
１
９
８
２
年
１
月
１

日
以
前
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障

が
い
で
あ
っ
た
方
③
１
９
４
７
年

１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
障
が

い
の
あ
る
方
で
、
１
９
８
２
年
１

月
１
日
～
１
９
８
６
年
３
月
　
日
３１

に
重
度
も
し
く
は
中
度
の
障
が
い

に
な
っ
た
方

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
、

町
田
市
以
外
の
自
治
体
か
ら
同
様

の
趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
手
当
等
を

受
け
て
い
る
方
、
町
田
市
に
住
民

登
録
を
し
て
１
年
を
経
過
し
て
い

な
い
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え

る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養

成

講

座

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
つ
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～

１１

１４

１０

　
時
　
分

１１

３０

場
木
曽
山
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

定
１
２
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
イ
ベ

１１

１２

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
４
０
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

義
援
金
に
ご
協
力
下
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、「
埼
玉

県
竜
巻
災
害
義
援
金
」
を
　
月
　

１０

３１

日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
取
扱
方
法
は
郵
便
振
替
（
窓
口

で
の
取
り
扱
い
の
場
合
、
送
金
手

数
料
は
無
料
）
で
す
。

口
座
名
義
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県

支
部
竜
巻
災
害
義
援
金

口
座
番
号
０
０
２
０
０
―
５
―
１

０
２
１

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
埼
玉

県
竜
巻
災
害
義
援
金
」
と
明
記
し

て
下
さ
い
。

※
受
領
証
の
発
行
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に

「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し
て
下

さ
い
。

問
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
赤

十
字
社
員
課
辺
　
・
５
２
７
３
・

０３

６
７
４
３
、
町
田
市
福
祉
総
務
課

辺
７
２
４
・
２
５
３
７
返
０
５
０

・
３
１
０
１
・
０
９
２
８

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

　
市
で
は
、
市
長
申
立
の
方
以
外

に
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要

な
方
で
、
申
立
費
用
及
び
後
見
人

等
へ
の
報
酬
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
、
そ
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

【
申
立
費
用
の
助
成
】

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
申
立

人
と
な
る
方
①
生
活
保
護
を
受
給

中
、
ま
た
は
準
じ
て
い
る
②
申
立

対
象
者
の
住
民
票
が
町
田
市
に
あ

る
③
自
身
に
つ
い
て
申
し
立
て
を

行
う
④
　
月
１
日
～
　
日
の
間

１２

２７

に
、
必
ず
法
定
後
見
の
申
し
立
て

を
家
庭
裁
判
所
へ
行
う
 

内
申
し
立
て
後
に
、
申
立
費
用
の

う
ち
、
診
断
書
料
・
収
入
印
紙
代

・
鑑
定
費
用
を
助
成

【
報
酬
費
用
の
助
成
】

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
被
後

見
人
等
の
方
①
住
民
票
が
町
田
市

に
あ
る
②
生
活
保
護
を
受
給
中
、

も
し
く
は
準
ず
る
方
で
成
年
後
見

人
等
（
親
族
を
除
く
）
へ
の
報
酬

費
用
が
負
担
で
き
な
い
③
直
近
１

年
間
以
内
の
分
の
報
酬
付
与
を
　１２

月
１
日
～
　
日
の
間
に
、
必
ず
家

２７

庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
を
行
う
④

他
の
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い

内
報
酬
費
用
を
被
後
見
人
等
へ
助

成
（
予
算
の
範
囲
と
な
る
た
め
、

該
当
者
の
人
数
に
よ
り
助
成
額
が

変
動
）

◇

申
　
月
１
日
～
　
日
（
必
着
）

１１

２９

※
お
申
し
込
み
の
前
に
、
福
祉
総

務
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
５

３
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
０

９
２
８

町
田
市
中
等
度
難
聴
児

発
達
支
援
事
業

　
　
月
８
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

１０
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
　１８

歳
未
満
の
児
童
の
方
へ
、
補
聴
器

購
入
費
の
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。

対
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方
①
市
内
在
住
の
　
歳
未
満
で

１８

あ
る
②
身
体
障
害
者
手
帳
（
聴
覚

障
害
）
交
付
の
対
象
と
な
る
聴
力

で
は
な
い
③
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
　
ｄ
Ｂ
以
上
で
あ
り
、
補
聴
器

３０
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習
得
等

一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
医

師
が
判
断
す
る

※
助
成
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
状
況
に

よ
り
、
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３

指
定
特
定
相
談
支
援
・
指
定
障
害

児
相
談
支
援
事
業
者
の

指
定
申
請
に
つ
い
て

　
指
定
特
定
相
談
支
援
・
指
定
障

害
児
相
談
支
援
事
業
の
実
施
を
希

望
す
る
事
業
者
は
、
事
業
を
開
始

す
る
希
望
月
の
２
か
月
前
の
月
末

ま
で
に
申
請
書
類
を
障
が
い
福
祉

課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
各
月
１

日
付
で
指
定
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
　
月
中
に
申
請
書
類
の
受
け
付

１０
け
が
完
了
し
、
審
査
基
準
を
満
た

し
た
事
業
者
は
、　
月
１
日
か
ら

１２

事
業
を
開
始
で
き
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺
７
２
４
・
３

０
８
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
が

届
か
な
い
方
は
連
絡
を

　
来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
（
２
０
０
７
年
４
月
２
日

～
２
０
０
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
）
の
健
康
診
断
を
、

　
月
中
に
市
内
各
小
学
校
で
行
い

１１ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
通
知
書
を
　１０

月
　
日
ご
ろ
届
く
よ
う
に
お
送
り

１０
し
ま
し
た
。
数
日
経
っ
て
も
通
知

が
届
か
な
い
方
や
、
私
立
小
学
校

に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

保
健
給
食
課
（
辺
７
２
４
・
２
１

７
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
８

６
８
１
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

受
診
は
お
済
み
で
す
か

成
人
健
康
診
査

　
市
で
は
、　
歳
以
上
の
町
田
市

４０

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
町
田
市

民
で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
に
成
人
健
康
診

査
の
受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
と

予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
か
ら
来
年
１
月
末
に
か
け

１０
て
、
受
診
を
お
勧
め
す
る
電
話
を

お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
ま
だ
受
診
が
お
済
み
で

な
い
方
に
は
、
受
診
さ
れ
て
い
な

い
理
由
や
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い

し
ま
す
。
今
後
の
受
診
率
の
向
上

や
制
度
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
電
話
は
、
市
が
業
務
を
委
託
し

た
（
株
）
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
エ
ボ
ル
バ
が

お
か
け
し
ま
す
。
そ
の
際
に
金
銭

の
振
り
込
み
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課
辺
７
２
４
・
２
１

３
０
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
５

１
５
４

　
月
　
日
～
　
日
は

１０

１１

１７

違
反
建
築
防
止
週
間

　
違
反
建
築
防
止
週
間
中
の
　
月
１０

　
日
（
木
）
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

１７づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
違
反

建
築
を
取
り
締
る
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

問
建
物
住
宅
対
策
課
辺
７
２
４
・

４
２
６
８
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
６
１
０
９

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
　
月
　
日
に
横
浜
市
消
防
訓
練

１０

１７

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
、
第
　２１

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
町

田
市
消
防
団
女
性
隊
（
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
隊
）
が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、

　
月
　
日
に
東
京
消
防
庁
消
防
学

１０

２６

校
で
開
催
さ
れ
る
第
　
回
東
京
都

４３

消
防
操
法
大
会
に
は
町
田
市
消
防

団
第
一
分
団
が
出
場
し
ま
す
。

　
消
防
操
法
大
会
は
、
選
抜
さ
れ

た
選
手
が
、
ポ
ン
プ
車
（
女
性
隊

は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
）
か
ら
ホ
ー
ス

を
延
ば
し
、
目
標
の
火
点
に
向
か

っ
て
放
水
し
、
そ
の
技
術
を
競
い

合
う
も
の
で
、
地
域
の
防
災
体
制

強
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

消
防
操
法
大
会
に

町
田
市
消
防
団
が
出
場
し
ま
す

消
防
操
法
大
会
に

町
田
市
消
防
団
が
出
場
し
ま
す

し
て
い
ま
す
。　

○
消
防
団
員
募
集
中
外

　
町
田
市
消
防
団
で
は
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
条
件
等
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
防
災
安
全
課
辺
７
２
４
・
２
１

０
７
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
１
９

　火葬によるダイオキシン類の発生や焼骨の損傷を
防ぐため、棺の中に副葬品（特にプラスチック製品
や化学繊維製品等）を入れないようご協力をお願い
します。
※南多摩斎場では、排ガス中のダイオキシン類等の
測定を行っています。調査結果は下記のとおりです。
 問南多摩斎場辺７９７・７６４１

南多摩斎場から副葬品に関するお願南多摩斎場から副葬品に関するお願いい

ダイオキシン類等調査結果（２０１２年１２月１１日測定）
指針値等１１号炉６号炉調査項目（単位）

５（※１）０.３５０.３２ダイオキシン類濃度
（ng-TEQ/㎥N）

０.１５（※２）０.００１０.００１ばいじん濃度（g/㎥N）
７００（※２）８１５塩化水素濃度（mg/㎥N）
無し１未満３硫黄酸化物濃度（Volppm）

２５０（※２）２１１４窒素酸化物濃度（Volppm）
※１火葬場から排出されるダイオキシン類削減対策指
針値
※２「大気汚染防止法」の廃棄物焼却炉の規制値

健康
　メモ
（町田市薬剤師会）

　
薬
に
は
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

皆
さ
ん
が
購
入
す
る
一
般
医
薬
品

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
と
、
処
方
 箋
 に
よ
る

せ
ん

医
療
用
医
薬
品
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の
薬
を
正
し
く

服
用
（
使
用
）
さ
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

　
一
般
医
薬
品
を
購
入
す
る
際

や
、
調
剤
さ
れ
た
薬
を
受
け
取
る

時
、
薬
剤
師
等
か
ら
服
用
方
法
・

服
用
量
・
副
作
用
や
注
意
事
項
等

の
説
明
を
聞
い
た
り
、
薬
剤
情
報

提
供
書
を
受
け
取
る
と
思
い
ま
す

が
、
確
認
の
た
め
に
薬
の
飲
み

方
、
使
い
方
の
説
明
を
し
ま
す
。

・
食
後
＝
食
事
終
了
後
　
分
以
内

３０

・
食
前
＝
食
事
開
始
前
　
分
以
内

３０

・
食
直
後
＝
食
事
終
了
後
５
分
以

内
・
食
直
前
＝
食
事
開
始
前
５
分
以

内
・
食
間
＝
食
事
終
了
後
２
～
３
時

間
後
、
ま
た
は
次
の
食
事
の
２

～
３
時
間
前

・
就
寝
前
＝
寝
る
　
分
前

３０

・
頓
服
＝
症
状
が
出
た
時

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
薬
の
形

（
錠
剤
や
粉
薬
な
ど
）
は
、
薬
の

特
性
や
効
き
目
の
強
弱
・
副
作
用

を
考
慮
し
て
指
示
を
し
て
い
ま

す
。

　
で
は
、
こ
の
指
示
を
さ
れ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
飲
み
忘
れ
た
時
は
、

い
つ
服
用
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。「
今
、
で
し
ょ
う
外
」
で

は
な
く
、
特
殊
な
薬
は
別
に
し

て
、
通
常
は
１
日
３
回
食
後
に
服

用
の
薬
は
、
１
回
分
休
ん
で
、
次

の
回
か
ら
服
用
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
１
日
２
回
食
後
に
服
用
の
薬

は
、
気
が
付
い
た
時
に
服
用
し
ま

す
が
、
次
に
服
用
す
る
ま
で
少
な

く
と
も
６
時
間
以
上
間
隔
を
開
け

て
下
さ
い
。
食
前
・
食
直
前
の
薬

は
、
食
事
中
に
気
が
付
い
た
時

は
、
そ
の
時
に
服
用
し
て
下
さ

い
。
食
後
に
気
が
付
い
た
時
は
服

用
し
な
い
で
下
さ
い
。
食
直
後
の

薬
は
服
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
薬
を
飲
む
時
は
、
１
０
０
㏄
位

の
水
ま
た
は
ぬ
る
ま
湯
で
飲
ん
で

下
さ
い
。
ま
た
、
錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
が
服
用
し
づ
ら
い
時
は
、
ご
自

身
で
錠
剤
を
砕
い
た
り
、
カ
プ
セ

ル
を
分
解
し
た
り
し
な
い
で
薬
剤

師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
次
に
目
薬
の
使
い
方
で
す
。
目

薬
を
差
す
時
は
、
容
器
の
先
が
眼

に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
下
ま
ぶ
た

に
１
～
２
滴
入
れ
て
軽
く
眼
を
閉

じ
て
下
さ
い
。

　
湿
布
薬
は
、
貼
る
部
分
の
汗
や

汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
貼
っ
て

下
さ
い
。
入
浴
時
は
、
湿
布
薬
を

剥
が
し
て
５
分
以
上
経
過
し
て
か

ら
入
浴
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
湿

布
薬
は
種
類
に
よ
っ
て
、
陽
の
光

に
よ
り
皮
膚
炎
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。　
　
　

　
薬
に
つ
い
て
分
ら
な
い
こ
と

は
、
掛
か
り
つ
け
の
薬
局
の
薬
剤

師
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　多年にわたり町内会・自治会や連合会の代表者を務め、地
域社会の発展に尽力され、退任された方々に感謝状を贈呈し
ました。
問市民協働推進課辺７２４・４３６２返０５０・３０８５・６５１７

町内会・自治会代表退任者に
感謝状を贈呈しました

２０１２年度に退任された３９人の方々へ、１０月１日に市長から感謝
状を贈呈しました

東京都代表で全国大会に
出場するヴィーナス隊

薬
の
飲
み
方
、使
い

薬
の
飲
み
方
、使
い
方方
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 町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

入
居
者
募
集

　
町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

（
中
町
１
―
４
―
２
）
は
、
２
階

に
個
室
を
増
設
し
、
新
た
な
入
居

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
空
き
状
況
確
認
や
見
学
を
希
望

す
る
方
は
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
よ
る
各
種
相
談
を
随
時

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
創
業
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
、

ま
た
は
創
業
５
年
以
内
の
事
業
者

（
法
人
、
個
人
問
わ
ず
）

利
用
日
　
時
間
３
６
５
日
利
用
可

２４

能入
居
期
間
３
年
以
内
（
１
回
に
限

り
３
年
以
内
の
延
長
可
）

費
８
㎡
＝
２
万
４
０
０
０
円
、
９

㎡
＝
２
万
７
０
０
０
円
、　
㎡
＝

１４

４
万
２
０
０
０
円
、　
㎡
＝
７
万

２４

２
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
共
益

費
、
消
費
税
を
含
む
）

申
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

書
類
を
添
え
て
、
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
８
５
０
・
８
５

２
５
、
町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７

２
４
・
２
１
２
９
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
９
６
１
５

せ
せ
ら
ぎ
の
里
～
自
然
休
暇
村

年
末
年
始
の
利
用
案
内

　
年
末
年
始
は
２
泊
３
日
で
の
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
（
抽
選
、
利

用
は
本
館
の
み
）。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

と
同
伴
者

利
用
日
１
番
（
　
月
　
日
～
　

１２

２９

３１

日
）、２
番（
　
月
　
日
～
１
月
２

１２

３１

日
）、３
番（
１
月
２
日
～
４
日
）

申
「
自
然
休
暇
村
年
末
年
始
利
用

申
込
」
と
書
き
、
利
用
日
番
号
（
第

２
希
望
ま
で
可
）・
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
利
用
者

人
数
（
大
人
〔
中
学
生
以
上
〕・

小
学
生
・
幼
児
寝
具
の
有
無
と
人

数
）
を
明
記
し
、　
月
　
日
ま
で

１０

３１

（
必
着
）
に
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
自
然
休
暇
村

（
〒
　
―
１
４
０
３
、
長
野
県
南

３８４
佐
久
郡
川
上
村
秋
山
　
―
　
、
返

５３

１５

０
２
６
７
・
　
・
２
２
４
０
、
遍

９９

info@machidakyukamura.j

                       p  ）
へ
 

（
１
組
１
通
、
重
複
申
込
は
無

効
）。

問
自
然
休
暇
村
辺
０
２
６
７
・
９

９
・
２
９
１
２

  消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
に
役
立
つ

テ
ス
ト
教
室

【
糖
質
ゼ
ロ
と
糖
分
ゼ
ロ
は
ど
う

違
う
の
？
～
糖
度
テ
ス
ト
か
ら
考

え
る
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～

１０

３１

１０

正
午

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
糖
度
を
測
る
実
験
、
栄
養
表
示

の
読
み
方
等

講
相
模
女
子
大
学
栄
養
科
学
部
管

理
栄
養
学
科
講
師
・
酒
井
裕
子
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１６
費
１
０
０
円
（
材
料
費
）

申
住
所
（
町
名
の
み
）・
氏
名
・

ご
参
加
を

ご
参
加
を

電
話
番
号
を
明
示
し
、　
月
　
日

１０

２７

ま
で
に
、
電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ

ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）

へ
。
保
育
希
望
者
（
１
歳
以
上
の

未
就
学
児
、
人
数
に
限
り
有
り
）

は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
５
・
８
８

０
５
返
７
２
２
・
４
２
６
３

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
者
月
間
講
演
会

【
世
界
的
ソ
ム
リ
エ
が
語
る
　
五

感
で
食
を
楽
し
む
秘
訣
】

　
世
界
的
ソ
ム
リ
エ
・
田
崎
真
也

氏
に
、
食
に
ま
つ
わ
る
豊
富
な
話

題
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
　
月
９
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１１

１０

正
午

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

定
１
８
８
人
（
申
し
込
み
順
）

申
住
所
（
町
名
の
み
）・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
示
し
、　
月
　
日

１０

１１

正
午
～
　
月
６
日
に
電
話
で
イ
ベ

１１

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。
親
子
室
希
望
者

（
１
歳
未
満
児
と
保
護
者
１
人
の

ペ
ア
、
申
し
込
み
順
に
３
組
）、

保
育
希
望
者
（
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
、
人
数
に
限
り
有
り
）
は
併

せ
て
申
し
込
み
を
。

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
５
・
８
８

０
５
返
７
２
２
・
４
２
６
３

町
田
市
役
所
本
庁
舎

団
体
向
け
見
学
会

対
　
～
　
人
の
市
内
の
団
体
（
抽

１０

２５

選
、
結
果
は
郵
送
）

日
　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～

１１

１４

１０

　
時
　
分

１１

３０

申
代
表
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

明
示
し
、　
月
　
日
ま
で
に
電
話

１０

２７

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
広
聴
課
辺
７
２
４
・
２
１
０
２

返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
３
１
２

７

会場／定員／費用対象／日時講座名
相模原市緑区　牧野地区／３０人
（最少催行人数は２０人）／一般
２０００円、学生１０００円（交通費、
昼食代含む）

どなたでも／１１月３日（祝）
午前８時３０分～午後３時３０
分、集合はJR横浜線橋本駅

森林体験講座～間伐・枝打体
験を通じて森林のことを少し
学んでみませんか

ユニコムプラザさがみはら／５０
人／１０００円

どなたでも／１１月９日（土）
午後１時３０分～４時

花を育てて楽しもう～クリス
マスローズの魅力と育て方

横山公園（相模原市）／１６組／
１０００円

小学４年生以上の犬を飼っ
ている方とその愛犬／１１月
１６日（土）午後１時～２時
３０分（雨天中止）

あなたの愛犬にもできる外～
ゲームを通した科学的ドッグ
トレーニングを体験

相模女子大学／５０人／１０００円２０歳以上の方／１１月１６日
（土）午後２時～４時３０分

気づいて変わる「お酒」と
「食事」～アルコール、食、
栄養そして健康
申講座案内パンフレット裏面の受講申込書に記入し、１０月１７日まで（必着）に郵送、FAXま
たはEメールでさがまちコンソーシアム事務局（〒２５２−０３０７、相模原市南区文京２−１−１、
相模女子大学内、返７０３・８５３６遍info@sagamachi.jp）へ。　問同事務局辺７４７・９０３８、町田
市生涯学習センター辺７２８･００７１返７２８・００７３曳

栄
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
　
日
（
金
）
～
　
日
（
日
）

１０

２５

２７

午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
発
表
（
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
、
ウ

ク
レ
レ
、
合
唱
、
演
劇
等
）、
展

示
（
俳
句
、
絵
画
、
生
け
花
、
パ

ソ
コ
ン
、
書
道
等
）、
カ
フ
ェ（
　２７

日
の
み
出
店
）

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
 （
　
日
午
前
）

２５

は
、
山
下
孝
之
氏
に
よ
る
ケ
ー
ナ

（
南
米
民
族
楽
器
）
演
奏
が
あ
り

ま
す
。

費
体
験
費
（
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
）

※
期
間
中
は
午
後
５
時
で
閉
館
し

ま
す
。
閉
館
後
、
館
内
施
設
は
す

べ
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
８
・
０
０

７
１
返
７
２
８
・
０
０
７
３

来
て
見
て
楽
し
ん
で

来
て
見
て
楽
し
ん
で

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

催しのご案内
町
田
市
民
ホ
ー
ル

休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
時
は
開
館
、

町
田
市
民
ホ
ー
ル
の
み
、
そ
の
翌
日
休
館
）

　
町
田
市
民
ホ
ー
ル
　
７
２
８
・
４
３
０
０

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

問

菅
原
洋
一
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

　「
今
日
で
お
別
れ
」、「
知
り
た

く
な
い
の
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
の

数
々
。
歌
唱
力
抜
群
、
円
熟
味
の

増
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

申
　
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１０

１４

民
ホ
ー
ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
有

料
、
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
、

申
し
込
み
順
）
は
併
せ
て
申
し
込

み
を
。

第９回第９回

若
き
演
奏
家
に
よ
る

水
曜
午
後
の
音
楽
会

若
き
演
奏
家
に
よ
る

水
曜
午
後
の
音
楽
会

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

定
３
０
０
人

出
演
依
田
真
宣
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

小
澤
佳
永
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
／
バ
イ
オ
リ

ン
ソ
ナ
タ
第
１
番
　
他
（
予
定
）

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１０

１７

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

コ
ー
ラ
ス
の
花
束

コ
ー
ラ
ス
の
花
束

（
特
）町
田
市
芸
術
協
会
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

定
３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

出
演
町
田
市
合
唱
連
盟
（
鶴
川
グ

リ
ー
ン
エ
コ
ー
ズ
・
真
光
寺
う
た

倶
楽
部
・
翔
・
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
・

鶴
川
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
・
混
声
合

唱
や
ま
び
こ
）

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

申
　
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１０

２３

合
唱
連
盟
（
辺
７
２
８
・
４
６
４

３
、
辺
０
９
０
・
６
１
２
８
・
７

１
８
１
）
へ
。

音
楽
座

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ラ
ブ
・
レ
タ
ー

ラ
ブ
・
レ
タ
ー

　
浅
田
次
郎
氏
の
短
編
集
「
 鉄
  道
 

ぽ
っ
 
ぽ

 員
 」
の
一
作
、「
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
」

やを
原
作
に
し
た
新
作
。

※
５
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

申
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
。

保
育
希
望
者
（
有
料
、
６
か
月
以

上
の
未
就
学
児
、
申
し
込
み
順
）

は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

　
月
　
日
（
水
）

１２

１８

午
後
１
時
開
演

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　
月
　
日
（
金
）

１２

１３

午
後
２
時
　
分
開
演

３０

３
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
月
　
日
（
金
）

１２

２０

午
後
５
時
　
分
開
演

３０

１
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　
南
米
の
民
族
楽
器
ケ
ー
ナ
と
チ

ャ
ラ
ン
ゴ
の
演
奏
会
で
す
。
楽
器

紹
介
や
南
米
の
文
化
・
風
習
に
つ

い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。
小
さ

い
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
ご
参
加
下

さ
い
。

日
　
月
　
日
（
土
）
午
後
３
時
開

１１

１６

演

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出
演
中
村
美
子
（
ケ
ー
ナ
）、
寺

澤
む
つ
み
（
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
）

曲
目
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い

く
」「
滅
び
行
く
イ
ン
デ
ィ
オ
の

唄
」「
風
と
ケ
ー
ナ
の
ロ
マ
ン
ス
」

他定
１
５
４
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
正
午
～
　
月
　
日
に

１０

１１

１１

１３

電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺

７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

※
附
室
か
ら
の
親
子
鑑
賞
希
望
者

（
３
組
ま
で
）
は
、
併
せ
て
申
し

込
み
を
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
８

・
０
０
７
１
返
７
２
８
・
０
０
７

３

サタデーコンサートサタデーコンサートサタデーコンサート

南米民族楽器
ケーナ・演奏会
南南南南南南米米米米米米米米米民民民民民民族族族族族楽楽楽楽楽器器器器器器器

・・・・・・・演演演演奏奏奏奏奏奏会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
南米民族楽器
ケーナ・演奏会
アンデスの青い空

「「「「「「「「「「「「「「「「「さささささささささささささささささがががががががががががががががががまままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッジジジジジジジジジジジジジジジジジ」」」」」」」」」」」」」」」」」受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募「さがまちカレッジ」受講生募集集集集集集集集集集集集集集集集集集
　学習講座を開講します。詳細は町田市・相模原市の各市民センター、生涯学習セン
ター、各市立図書館などで配布する講座案内パンフレットをご覧下さい。いずれも抽
選です。

田崎真也氏

　
月
　
日（
土
）

１２

２１

①
午
後
１
時
開
演

②
午
後
６
時
開
演

　
月
　
日（
日
）午
後
２
時
開
演

１２

２２

　
月
　
日（
祝
）午
後
１
時
開
演

１２

２３

８
４
０
０
円（
全
席
指
定
）
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 生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

市
民
企
画
講
座

【
想
い
を
伝
え
る
、
心
の
終
活
塾
】

　
終
活
に
つ
い
て
の
入
門
講
座
で

す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
原

則
全
回
参
加
で
き
る
方

日
①
　
月
９
日
②
　
月
　
日
③
　

１１

１１

２３

１２

月
　
日
④
２
０
１
４
年
１
月
　
日

１４

１１

⑤
１
月
　
日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日

２５

午
前
　
時
～
正
午
、
全
５
回

１０

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
①
終
活
の
定
義
等
②
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
③
遺
言
、
相
続
、
相

続
税
④
介
護
、
保
険
、
後
見
制
度

⑤
終
活
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
総
復
習

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
　
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
電
話

１０

１１

で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
辺
７
２

８
・
０
０
７
１
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
２
８
・

０
０
７
３
へ
。

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

公

開

講

座

【
ま
ち
だ
市
民
国
際
学
～
Ｇ
２

（
米
中
）
時
代
と
朝
鮮
半
島
】

日
　
月
　
日
（
木
）
午
後
６
時
　

１１

１４

３０

分
～
８
時
　
分
３０

内
超
大
国
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
現

状
を
見
据
え
な
が
ら
、
朝
鮮
半
島

情
勢
の
行
方
に
つ
い
て
の
講
話

講
早
稲
田
大
学
教
授
・
李
鍾
元
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
　
月
　
日
正
午
～
　
月
６
日
に

１０

１１

１１

電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺

７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。 

【
ま
ち
だ
の
福
祉
～
「
一
歩
踏
み

出
す
元
気
講
座
」
や
る
な
ら
今
で

し
ょ
外
地
域
デ
ビ
ュ
ー
】

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
き
っ
か
け
や
楽
し
み
方
、
続
け

る
コ
ツ
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～

１１

１９

４
時

講
日
本
女
子
大
学
講
師
・
井
上
光

晴
氏
、
た
ま
り
場
・
７
代
表
　
井

上
宮
子
氏
、
地
域
支
援
ス
タ
ッ
フ

代
表
・
荒
井
照
雄
氏
、
歌
う
〝
寄

り
添
い
隊
〟
代
表
・
冨
田
節
夫
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
方
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
・
手
話
通
訳
ま
た
は
要
約
筆
記

の
希
望
の
有
無
を
明
示
し
、　
月
１０

　
日
正
午
～
　
月
　
日
に
電
話
ま

１１

１１

１１

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ

ル
（
辺
７
２
４
・
５
６
５
６
返
７

２
４
・
５
６
０
０
）
へ
。

◇

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
８
・
０
０

７
１
返
７
２
８
・
０
０
７
３

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実
演
と
販
売

　
野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽

培
し
て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
油
を

し
ぼ
り
ま
す
。

　
油
は
、
４
２
５
ｇ
ビ
ン
１
本
８

０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
土
）
販
売
時
間
＝

１０

１９

午
前
９
時
　
分
か
ら
（
売
り
切
れ

３０

次
第
終
了
）、
実
演
時
間
＝
午
前

　
時
～
午
後
２
時

１１

場
ふ
る
さ
と
農
具
館

問
同
館
辺
返
７
３
６
・
８
３
８
０

多
摩
・
三
浦
丘
陵

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

【
潮
風
と
大
地
の
香
り
を
感
じ
て

秋
の
三
浦
丘
陵
を
歩
く
】

　
多
摩
丘
陵
と
三
浦
丘
陵
に
関
係

す
る
　
自
治
体
の
連
携
に
よ
り
、

１３

緑
と
水
景
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
土
）、
集
合
は
午

１１

１６

前
９
時
～
　
時
　
分
に
京
急
久
里

１０

３０

浜
線
三
崎
口
駅
（
順
次
出
発
）、

解
散
は
午
前
　
時
～
午
後
３
時
に

１１

長
井
海
の
手
公
園
（
ソ
レ
イ
ユ
の

丘
）、
行
程
約
　
㎞
（
荒
天
中
止
）

１０

定
３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
申
込
用
紙
（
公
園
緑
地
課
〔
市

役
所
本
庁
舎
８
階
〕
で
配
布
、
多

摩
・
三
浦
丘
陵
ト
レ
イ
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔http://www.t

            a  

ma-miurahills.com

                 /  〕
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）
に
記
入
し
、　
月
１０

　
日
～
　
月
　
日
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

１５

１１

１３

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
事
務
局

（
返
　
・
３
２
７
２
・
６
０
１
７
）

０３
へ
。

問
公
園
緑
地
課
辺
７
２
４
・
４
３

９
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
６

２
６
９
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

事
務
局
（
川
崎
市
緑
政
課
）
辺
０

４
４
・
２
０
０
・
２
４
０
０

か
し
の
木
山
自
然
公
園

定
例
自
然
観
察
会

【
秋
の
花
と
赤
ト
ン
ボ
】

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
　

１０

２０

３０

分
～
　
時
　
分
（
雨
天
中
止
）

１１

３０

場
同
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
同
公
園
辺
７
２
４
・
１
６
６
０

リ
サ
イ
ク
ル
施
設

見
学
ツ
ア
ー

　
資
源
の
行
方
を
追
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
方

１８

日
　
月
８
日
（
金
）
午
前
８
時
～

１１
午
後
４
時
　
分
ご
ろ
、
集
合
は
町

３０

田
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
解
散
は
町
田
駅

付
近

場
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
ま
ち
だ
（
下

小
山
田
町
）、
三
凌
愛
川
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー（
愛
川
町
）、
鈴
木

油
脂
（
伊
勢
原
市
）

定
　
人
（
抽
選
）

４０
※
昼
食
代
は
自
己
負
担
で
す
。

申
ハ
ガ
キ
（
１
枚
２
人
ま
で
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢

を
明
記
し
、　
月
　
日
ま
で
（
消

１０

２５

印
有
効
）
に
、
ま
ち
だ
エ
コ
ラ
イ

フ
推
進
公
社
（
〒
　
―
０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
辺

７
９
７
・
９
６
１
７
）
へ
。

問
 ３
  Ｒ
 推
進
課
辺
７
９
７
・
０
５

さ
ん
 ア
ー
ル

３
０
返
７
９
７
・
５
３
７
４

野
津
田
公
園

農
作
業
体
験

　
サ
ツ
マ
イ
モ
と
落
花
生
の
収
穫

を
し
ま
せ
ん
か
。

日
　
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１０

１９

１０

午
後
１
時
ご
ろ
（
雨
天
時
は
翌
日

に
延
期
）

場
野
津
田
公
園
　

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
費
５
０
０
円
（
小
学
生
～
高
校
生

は
３
０
０
円
）、
未
就
学
児
無
料

申
電
話
で
同
公
園
（
辺
７
３
６
・

３
１
３
１
、
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ
。

【
米
村
で
ん
じ
ろ
う
　
お
も
し
ろ

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
】

　
町
田
市
・
多
摩
市
・
稲
城
市
共

同
で
実
施
す
る
事
業
で
す
。

※
当
日
は
、
事
前
申
し
込
み
不
要

の
近
隣
大
学
に
よ
る
科
学
実
験
教

室
も
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
今
後

の
本
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
町
田
市
・
多
摩
市
・
稲
城
市
在

住
の
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
（
小
学
生
以
下
は
必
ず

保
護
者
同
伴
）

日
２
０
１
４
年
１
月
　
日
（
土
）

１１

①
午
後
１
時
開
演
②
午
後
３
時
　３０

分
開
演

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

定
各
８
０
０
人
（
全
席
指
定
、
抽

選
、
結
果
は
当
選
者
の
み
　
月
中

１１

旬
に
郵
送
）

費
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５

０
０
円

※
３
歳
未
満
無
料
、
た
だ
し
座
席

が
必
要
な
場
合
は
有
料

申
ハ
ガ
キ
に
、「
米
村
で
ん
じ
ろ

う
　
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
チ
ケ
ッ

ト
希
望
枚
数
（
大
人
・
高
校
生
以

下
の
各
枚
数
、
合
計
４
枚
ま
で
）

・
膝
上
観
覧
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
そ
の
人
数
・
希
望
公
演
時
間

（
①
／
②
）・
当
選
時
の
チ
ケ
ッ
ト

代
支
払
方
法
（
Ａ
＝
町
田
市
民
ホ

ー
ル
で
支
払
う
、
Ｂ
＝
和
光
大
学

ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川
で
支
払
う
、

Ｃ
＝
代
金
引
換
郵
便
〔
手
数
料
別

途
５
０
０
円
必
要
〕
で
支
払
う
）

を
明
記
し
、　
月
　
日
ま
で
（
必

１０

３１

着
）
に
、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
〒

　
―
０
０
２
２
、
森
野
２
―
２
―

１９４　
、
辺
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

３６※
応
募
は
１
世
帯
１
通
の
み
で

す
。

※
３
歳
未
満
の
子
ど
も
の
膝
上
で

の
観
覧
は
、
大
人
１
人
に
つ
き
子

ど
も
１
人
ま
で
で
す
。

※
車
椅
子
の
方
、
保
育
希
望
者

（
有
料
、
６
か
月
以
上
の
未
就
学

児
）
は
、
そ
の
旨
も
ハ
ガ
キ
に
明

記
し
て
下
さ
い
。

問
子
ど
も
総
務
課
辺
７
２
４
・
２

８
７
６
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

８
３
７
７

　
玉
川
学
園
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
が
あ
る
町
田
ゆ
か
り
の
作
家
・

赤
川
次
郎
氏
の
初
の
本
格
的
な
展

覧
会
で
す
。

　
軽
妙
な
ユ
ー
モ
ア
・
ミ
ス
テ
リ

ー
に
よ
り
人
気
を
博
し
て
い
る
赤

川
氏
の
作
家
活
動
の
軌
跡
を
、
膨

大
な
執
筆
作
品
に
よ
っ
て
振
り
返

り
ま
す
。

会
期
　
月
　
日
（
土
）
～
　
月
　

１０

１９

１２

２３

日
（
祝
）　

※
毎
週
月
曜
日
（
　
月
４
日
は
開

１１

館
）
と
第
２
木
曜
日
は
休
館
日
で

す
。

観
覧
時
間
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

（
毎
週
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

開
館
）

観
覧
料
４
０
０
円
、　
歳
以
上
・

６５

大
学
生
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料
　

※
　
月
　
日
（
土
）、　
日
（
日
）、

１０

１９

２７

　
月
３
日
（
祝
）、　
月
　
日
（
祝
）

１１

１２

２３

は
無
料
で
す
。

 【
①
講
演
会
～
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ

先
生
の
課
外
授
業
】

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
４
時
～

１１

２４

５
時
　
分
３０

講
作
家
・
赤
川
次
郎
氏

定
　
人
（
抽
選
）

８０
申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
、

講
演
会
名
「
赤
川
次
郎
講
演
会
」

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

代
を
明
記
し
、　
月
　
日
ま
で

１０

３１

関
連
イ
ベ
ン

関
連
イ
ベ
ン
トト

（
必
着
）
に
、
同
館
（
〒
　
―
０

１９４

０
１
３
　
原
町
田
４
―
　
―
　
）

１６

１７

へ
。

【
②
講
演
会
～
赤
川
次
郎
大
解
剖

外
人
気
の
秘
密
を
解
き
明
か
す
】

日
　
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１２
３
時
　
分
３０

講
文
芸
評
論
家
・
山
前
譲
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

８０
申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１０

１１

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。◇

対
展
覧
会
観
覧
者

※
展
覧
会
チ
ケ
ッ
ト
ま
た
は
チ
ケ

ッ
ト
の
半
券
を
提
示
し
て
下
さ

い
。

場
同
館
２
階
大
会
議
室

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
三
毛
猫
ホ

ー
ム
ズ
の
さ
し
絵
教
室
・
お
は
な

し
の
場
面
を
描
こ
う
】

対
小
・
中
学
生

日
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１１

１６

４
時

場
同
館
２
階
大
会
議
室

講
造
形
作
家
・
萱
沼
明
美
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５
費
２
０
０
円
（
材
料
費
）

申
　
月
　
日
正
午
か
ら
直
接
ま
た

１０

１１

は
電
話
で
同
館
へ
。

【
朗
読
会
～
耳
で
聴
く
ミ
ス
テ
リ

ー
・
赤
川
次
郎
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ

ー
ト
王
国
】

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１２
３
時

場
同
館
２
階
大
会
議
室

講
俳
優
・
飯
原
道
代
氏
 

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
上
映
会
～
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
夢
か
ら
醒
め
た
夢
」】

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
上
映
会
で
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
小
学
生
以
上
の
方

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１１

１０

４
時

場
同
館
２
階
大
会
議
室

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
コ
ン
サ
ー
ト
～
コ
ー
ラ
ス
で
楽

し
む
「
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
歌
劇

場
（
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
）」】

日
　
月
３
日
（
祝
）
午
後
２
時
～

１１
３
時

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

出
演
た
か
ま
き
や
す
し
＆
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ベ
ル
、
田
島
好
一
（
ゲ

ス
ト
出
演
）

定
１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１０

１１

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
覧
会
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
の
う

え
、
直
接
同
館
展
示
室
入
口
に
お

い
で
下
さ
い
。

日
　
月
　
日
（
日
）、　
月
５
日

１０

２７

１１

（
火
）、　
日
（
祝
）、　
月
３
日

２３

１２

（
火
）、　
日
（
土
）、
い
ず
れ
も

２１

午
後
２
時
か
ら
１
時
間
程
度

科学の世界に
　　触れてみよう！
◆１日子ども科学館◆

子ども体験塾事業

赤
川
次
郎
展

町
田
市
民
文
学
館

問同館
辺７３９・３４２０
返７３９・３４２１

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
姥

厩
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
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大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

青
空
ア
ト
リ
エ

　

電
動
糸
の
こ
や
の
こ
ぎ
り
等
を

使
い
、
木
や
ま
ゆ
等
で
椅
子
や
ク

ラ
フ
ト
を
作
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
～

１０

１３

１０

午
後
３
時

※ 
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催

費
１
０
０
円
～
５
０
０
円
（
参
加

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
異
な
る
）

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
８
２
・
３
８

０
０
返
７
８
２
・
６
８
１
５

町
田
市
立
博
物
館
～
ガ
ラ
ス
制
作

体
験ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

市
で
は
（
仮
称
）
町
田
市
立
国

際
工
芸
美
術
館
整
備
に
向
け
、
ガ

ラ
ス
制
作
の
体
験
工
房
の
設
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
参
考
の
た
め
、
市
民
の
方

を
対
象
に
「
ガ
ラ
ス
制
作
体
験
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

日　

月
９
日
（
土
）、　

日
（
日
）、

１１

１０

い
ず
れ
も
午
前　

時
～
正
午
、
午

１０

後
２
時
～
４
時（
い
ず
れ
か
１
回
）

場
町
田
市
立
博
物
館

内
ガ
ラ
ス
技
法
の
講
義
、
ガ
ラ
ス

の
器
に
文
様
を
施
す
（
制
作
し
た

作
品
は
持
ち
帰
り
可
）

講
ガ
ラ
ス
作
家
・
後
閑
博
明
氏

定
各　

人
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み

２５

順
）

申
希
望
日
時
（
１
回
の
み
）・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
小
学
生

は
学
年
を
明
示
し
、　

月　

日
正

１０

１１

午
か
ら
電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ

ル
（
辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
文
化
振
興
課
辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
５
４
、
博
物
館
辺
７
２
６
・
１

５
３
１
返
７
２
３
・
３
４
０
６

文
学
館
ま
つ
り

【
三
味
線
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

日　

月　

日
（
日
）
①
午
前　

時

１０

２７

１０

か
ら
②
午
前　

時
か
ら
③
午
後
１

１１

時
か
ら
④
午
後
２
時
か
ら
、
い
ず

れ
も　

分
程
度

３０

講
日
本
の
音
・
翠
の
会

定
各
４
人
（
申
し
込
み
順
）

【
落
語
会
】

日　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時
～

１０

２７

３
時

出
演
春
風
亭
昇
吾
、
マ
ジ
ッ
ク
ジ

ェ
ミ
ー（
マ
ジ
ッ
ク
）、
春
風
亭
昇

也定　

人
（
申
し
込
み
順
）

８０

　
　
　
　
　
　

◇

場
町
田
市
民
文
学
館

申　

月　

日
午
前
９
時
か
ら
電
話

１０

１１

で
同
館
へ
。

問
町
田
市
民
文
学
館
辺
７
３
９
・

３
４
２
０
返
７
３
９
・
３
４
２
１

町
田
市
美
術
協
会
・
町
田
市
フ
ォ

ト
サ
ロ
ン

水
彩
画
・
ス
ケ
ッ
チ
と

写
真
撮
影
研
修
会

対　

歳
以
上
の
初
心
者

２０
日　

月　

日
（
金
）、
①
写
真
コ

１１

１５

ー
ス
＝
午
前　

時
～
正
午
②
水
彩

１０

画
・
ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ス
＝
午
前　
１０

時
～
午
後
５
時

※
作
品
展
を　

月　

日
～　

日
に

１２

１１

１６

同
サ
ロ
ン
で
行
い
ま
す
。

場
国
際
版
画
美
術
館
ア
ト
リ
エ
、

芹
ヶ
谷
公
園

費
①
５
０
０
円
（
保
険
料
・
作
品

展
示
費
等
）
②
１
３
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
保
険
料
・
作
品
展
示

費
等
）

定
各　

人
（
い
ず
れ
も
抽
選
）

２０

講
町
田
市
美
術
協
会
会
員

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
明
記

し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１０

２１

同
サ
ロ
ン
（
〒　

―
０
０
６
３
、

１９５

野
津
田
町
３
２
７
２
）
へ
。

問
同
サ
ロ
ン
辺
７
３
６
・
８
２
８

１
返
７
３
６
・
０
８
６
８
、
町
田

市
文
化
振
興
課
辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
５
４

町
田
市
民
文
学
館

２
歳
児
あ
つ
ま
れ
外 

〝
秋
〟
を
あ
そ
ぼ
外

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
現
在
２
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

日　

月　

日
（
木
）
午
前　

時　

１０

２４

１０

３０

分
～　

時　

分

１１

３０

場
同
館
２
階
大
会
議
室

内
秋
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
や

わ
ら
べ
う
た
等

問
同
館
辺
７
３
９
・
３
４
２
０
返

７
３
９
・
３
４
２
１

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【　

月
の
わ
く
わ
く
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
こ

１０ろ
こ
ろ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
１
３
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
１
歳
以
上
の
方

日　

月　

日
（
木
）
～　

日
（
木
）

１０

２４

３１

午
後
３
時　

分
～
５
時

３０

内
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
・
工
作
、

仮
装
大
賞
（
終
日
）

問
同
館
辺
７
１
０
・
１
４
７
５
返

７
１
０
・
１
４
７
６

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

【
親
子
で
お
い
も
ほ
り
】

対
市
内
在
住
の
２
歳
以
上
の
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者

日　

月　

日（
金
）午
前　

時　

分

１０

２５

１０

３０

～
正
午（
雨
天
時
は　

日
に
順
延
）

２６

場
金
森
保
育
園
裏
の
畑
（
集
合
は

金
森
２
丁
目
児
童
遊
園
）

定　

組
（
申
し
込
み
順
）

２５
費
３
０
０
円

【
高
校
生
・
父
親
企
画
～
ば
あ
ん

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
♪
】

　

合
言
葉
は
、
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト

リ
ー
ト
外
ふ
れ
プ
ロ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
高
校
生
。

対
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の

両
親

日　

月　

日
（
日
）
午
前　

時　

１０

２７

１０

３０

分
～
正
午

内
親
子
で
ダ
ン
ス
、
家
族
で
写
真

撮
影
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

定　

組
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
１
０
０
円
（
材
料
費
）

　
　
　
　
　
　

◇

申　

月　

日
午
前　

時
か
ら
直
接

１０

１１

１０

ま
た
は
電
話
で
ば
あ
ん
（
辺
７
８

８
・
４
１
８
１
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
９
９
・

３
４
８
４
へ
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お

【
ク
ッ
キ
ン
グ
～
ぱ
お
風
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
ラ
ン
チ
を
つ
く
ろ
う
外
】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
～

　

歳
の
方

１８日　

月　

日
（
日
）
午
前　

時　

１０

２７

１０

３０

分
～
午
後
２
時

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６
費
２
５
０
円

申　

月　

日
午
前　

時
か
ら
直
接

１０

１２

１０

ま
た
は
電
話
で
ぱ
お
（
辺
７
７
５

・
５
２
５
８
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
７
５
・
５

７
０
８
へ
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
出
張

　

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

【
ぱ
わ
ぱ
ふ
た
い
む　

小
山
】

in

対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
・
内　

月　

日
（
月
）
午
前　

１０

２１

１０

時　

分
～　

時
＝
自
由
遊
び
、
午

３０

１１

前　

時
～　

時　

分
＝
親
子
体

１１

１１

４５

操
、
ゲ
ー
ム
、
工
作
、
お
話
等

場
小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

問
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お
辺
７
７

５
・
５
２
５
８
返
７
７
５
・
５
７

０
８

【
Ｗ
ａ
ｉ
Ｗ
ａ
ｉ
キ
ッ
ズ　

野
津

in

田
公
園
】

対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日　

月　

日
（
火
）
午
前　

時　

１０

２２

１０

３０

分
～　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

１１

３０

場
野
津
田
公
園
芝
生
広
場

内
親
子
遊
び
、簡
単
工
作
、お
話
等

問
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
辺

７
０
８
・
０
２
３
６
返
７
０
８
・

０
２
４
５

デ
ゴ
イ
チ
ま
つ
り

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日　

月　

日
（
祝
）
午
前　

時
～

１０

１４

１０

午
後
３
時

場
す
み
れ
会
館
隣
接
地

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
Ｄ　

型
蒸
気
機
関
車
（
実
物
）

５１

の
内
部
見
学
と
案
内
、
鉄
道
資
料

展
示
等 

問
児
童
青
少
年
課
辺
７
２
４
・
４

０
９
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

８
３
８
０

ひ

な

た

村

【
ひ
な
た
村
劇
団
合
同
発
表
会
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時
開

１０

１９

演
、　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１０

２０

開
演

場
ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

内
初
心
者
演
劇
教
室　

期
生
＝

１５

「
夢
の
配
達
人
」、
ひ
な
た
村
劇
団

＝
「
ア
ル
ヘ
ン
チ
ー
ナ
の
花
嫁
」

作
・
演
出
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
脚
本
・
演
出

家　

高
垣
葵
氏

【
ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日　

月　

日
（
日
）
午
前　

時　

１０

２０

１０

３０

分
か
ら
１
時
間
程
度

場
ひ
な
た
村
第
一
レ
ク
ル
ー
ム

内
「
お
お
き
な
か
ぶ
」「
お
じ
い

さ
ん
と
不
思
議
な
お
く
り
も
の
」

「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
と
魔
法
使
い
」

【
太
陽
の
恵
み
体
感
シ
リ
ー
ズ
７

～
し
ぼ
れ
ゴ
マ
外
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
３

歳
以
上
の
方
（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
） 

日　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時
～

１０

２７

４
時

内
ゴ
マ
の
収
穫
、
油
し
ぼ
り

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
２

０
０
円
）

申　

月　

日
午
前　

時
か
ら
電
話

１０

１１

１０

で
ひ
な
た
村
へ
。

　
　
　
　
　
　

◇

問
ひ
な
た
村
辺
７
２
２
・
５
７
３

６
返
７
２
１
・
９
０
８
６

●
多
摩
東
京
移
管
１
２
０
周
年
記

念
～
は
や
ぶ
さ
特
別
講
演
・
映
画

「
は
や
ぶ
さ
遥
か
な
る
帰
還
」鑑
賞

日　

月　

日
午
後
１
時　

分
か
ら

１１

２７

２０

場
府
中
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
対
多
摩

地
域
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
小

学
校
高
学
年
以
上
の
方
申
往
復
ハ

ガ
キ
（
１
枚
２
人
ま
で
）
に
、
イ

ベ
ン
ト
名
・
参
加
者
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
、
返

信
用
に
も
宛
先
を
明
記
し
、　

月
１１

３
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
多
摩

交
流
セ
ン
タ
ー（
〒　

―
０
０
５

１８３

６
、
府
中
市
寿
町
１
―
５
―
１
、

府
中
駅
北
第
２
庁
舎
６
階
、
辺
０

４
２
・
３
３
５
・
０
１
０
０
）
へ

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
～
た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座

対
初
心
者
期
日
①　

月
５
日
～
６

１１

日
、　

月　

日
～　

日
（
い
ず
れ

１１

１９

２０

も
基
礎
１
）②　

月
７
日
～
８
日
、

１１

　

月　

日
～　

日
（
い
ず
れ
も
基

１１

２１

２２

礎
２
）
③　

月　

日
～　

日
（
基

１１

１２

１３

礎
１
）
④　

月　

日
～　

日
（
基

１１

１４

１５

礎
２
）
時
間
①
②
午
前
９
時
～
正

午
③
④
午
後
１
時
～
４
時
場
わ
く

わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
費
１
コ
ー
ス
３

３
０
０
円
申
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・

受
講
日
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
同
セ
ン
タ
ー（
〒

　

―
０
０
２
２
、
森
野
１
―
１
―

１９４
　

、
辺
７
２
３
・
２
１
４
７
）
へ

１５●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
～
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

講
座

対
小
地
域
福
祉
活
動
に
参
加
し
て

い
る
、
ま
た
は
活
動
予
定
の
あ
る

方
日　

月
７
日
、　

日
、　

日
、

１１

１４

２１

午
前　

時
～
午
後
４
時
場
市
役
所

１０

本
庁
舎
会
議
室
等
申
辺
７
２
２
・

４
８
９
８
へ

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

問
辺
７
２
２
・
５
９
５
７

【
①
創
立　

周
年
記
念
特
別
講
演

２５

会
】

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
最
高
顧
問

・
川
淵
三
郎
氏
の
講
演
会
で
す
日

　

月　

日
午
後
６
時
～
７
時　

分

１１

２１

３０

【
②
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定
】

日　

月
１
日
費
１
級
９
１
８
０

１２
円
、
２
級
７
１
４
０
円
、
３
級
５

１
０
０
円

【
③
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
】

日　

月
８
日
費
１
級
１
万
５
０
０

１２
円
、
２
級
６
３
０
０
円
、
３
級
４

２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

◇

場
①
ホ
テ
ル
ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田

②
③
町
田
駅
周
辺
の
専
門
学
校
等

申
①
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
２
人
ま

で
）
に
、
講
演
会
名
・
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
同
伴

者
の
氏
名
を
明
記
し
、　

月　

日

１０

３０

ま
で
（
必
着
）
に
同
会
議
所
（
〒

　

―
０
０
１
３
、
原
町
田
３
―
３

１９４―　

）
へ
②　

月　

日
ま
で
に
③

２２

１０

１８

　

月　

日
ま
で
に
、
い
ず
れ
も
電

１０

２５

話
で
検
定
セ
ン
タ
ー（
辺　

・
３

０３

９
８
９
・
０
７
７
７
、
受
付
時
間

＝
平
日
の
午
前　

時
～
午
後
６

１０

時
）
へ
（
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
申
し
込
み
も
可
）

●
ま
ち
だ
エ
コ
・
フ
リ
マ
出
店
者

募
集

日　

月
３
日
午
前　

時
～
午
後
３

１１

１０

時
場
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン

タ
ー
隣
接
地
費
１
０
０
０
円
申
ま

ち
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
ま
ち
エ

コ
・
フ
リ
マ
事
務
局
（
辺
０
５
０

・
３
４
５
０
・
５
５
５
５
）
へ

●
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家
祭
り

日　

月　

日
午
前　

時　

分
～
午

１０

２０

１０

３０

後
２
時　

分
内
被
災
地
支
援
特
設

３０

コ
ー
ナ
ー
、
草
花
・
観
葉
植
物
等

の
販
売
、
模
擬
店
等
問
辺
７
９
７

・
６
０
０
４

●
（
特
）
桜
実
会
（
玉
川
学
園
）

～
福
祉
ま
つ
り

日　

月　

日
午
前　

時
～
午
後
２

１０

２０

１０

時
内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
福
祉

用
具
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
体
験
、
模

擬
店
等
問
辺
７
１
０
・
３
３
７
０

●
東
京
都
行
政
書
士
会
町
田
支
部

～
街
頭
無
料
相
談
会

　

直
接
会
場
へ
日　

月　

日
午
前

１０

２０

　

時
～
午
後
４
時
場
小
田
急
線
町

１０田
駅
前
東
口
広
場
内
相
続
・
遺
言

・
官
公
署
提
出
書
類
作
成
相
談
等

問
辺
７
２
６
・
８
８
６
６

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
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宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

スポーツ施設からのお知らせ　　詳細は各施設へお問い合わせ下さい
申し込み対　象日時／内容／費用／定員種目・教室名施設名

往復ハガキ（１人１枚）に教室名・住所・
氏名（ふりがな）・電話番号・勤務先また
は学校名（在勤・在学の方）・年齢、返信
用にも宛先を明記し、１０月１８日まで（消印
有効）に総合体育館へ

市内在住、在勤、在学の１８歳以
上６０歳未満の女性

１１月２０日～１２月１８日の水曜日、午前１０時～１１時３０分、全５回／
軽い筋力トレーニングと有酸素運動（サーキットトレーニング）
／１７００円／５０人（初参加者優先のうえ抽選）

ビューティー
ボディ体操教室総合体育館

（〒１９４−００４５、
南成瀬５−１２、
辺７２４・３４４０）

直接会場へどなたでも１０月２６日午後２時～５時（午後１時開場）／健康づくりから表
現運動まで、１年の成果発表／５００円（高校生以下無料）

動いて楽しむ
まちだ体操祭

往復ハガキ（１人１枚）に教室名・住所・
氏名（ふりがな）・電話番号・年齢、返信
用にも宛先を明記し、１０月１８日まで（消印
有効）にサン町田旭体育館へ

市内在住、在勤、在学の１８歳以
上で、体育館まで通える障がい
のある方

１１月９日～１２月２１日の毎週土曜日（１１月２３日、１２月７日を除く）、
午後１時～２時３０分、全５回／基礎・基本技術を習得しながら
のレベルアップ／７００円／２０人（抽選）　

障がい者
卓球教室

サン町田旭体育館
（〒１９４−００２３、
旭町３−２０−６０、
辺７２０・０６１１）

往復ハガキ（１人１枚）に教室名・住所・
氏名（ふりがな）・電話番号・性別・生年
月（西暦）・前回参加の級（旧基準は色／
初めての方は「初参加」と書き、分かる範
囲でお子さんの泳力記入〔原則Ａクラスか
らの参加〕）、返信用にも宛先を明記し、１０
月１７日まで（必着）に室内プールへ

小学生
※泳力別にクラス分けします
（クラス〔時間〕は選べません）

１１月１２日～１２月１７日の火曜日、Ａクラス（１３級～１０級）＝午後
５時１０分～６時、Ｂクラス（９級～６級）＝午後６時１０分～７
時、いずれも全６回／Ａ＝もぐれないから浮き身、面かぶりキ
ック、背面キックを目指す、Ｂ＝クロール、背泳ぎを目指す／
各４８００円／各クラス６０人（いずれも抽選）

小学生スクール
Ａ・Ｂ

火コース３期

室内プール
（〒１９４−０２０３、
図師町１９９−１、
辺７９２・７７６１）

１１月７日～１２月１９日の木曜日、Ａクラス（１３級～１０級）＝午後４
時３０分～５時２０分、Ｂクラス（９級～６級）＝午後５時３０分～
６時２０分、Ｃクラス（５級～特級）＝午後６時３０分～７時２０分、
いずれも全７回／Ａ＝もぐれないから浮き身、面かぶりキック、
背面キックを目指す、Ｂ＝クロール、背泳ぎを目指す、Ｃ＝４
種目の完泳を目指す／各５６００円／各クラス６０人（いずれも抽選）

小学生スクール
木コース３期

往復ハガキ（１人１枚）に教室名・住所・
氏名（ふりがな）・電話番号・性別・年齢、
返信用にも宛先を明記し、１０月１７日まで（必
着）に室内プールへ

保護者同伴の４～６歳の未就学
児※保護者の方は着替えの手伝
い後に観覧席で見学、プールサ
イドへ入場希望の方は別途利用
券が必要（オムツの取れていな
いお子さんの入場は不可）

１１月１２日～１２月１７日の火曜日、午後４時１０分～５時、全６回／
遊びながら水慣れを目指す／４８００円／３０人（抽選）

幼児スクール
３期

直接または電話で同テニスコートへ
※ 詳 細 は 同 コ ー ト ホ ー ム ペ ー ジ
（http://naruse-tennis.com/）をご覧下さ
い。

市内在住、在勤、在学で、２１日
＝小学６年生～高校生（経験不
問）、２２日＝１８歳以上の方、い
ずれも初参加の方

１０月２１日午後６時１０分～７時３０分、２２日午後７時４０分～９時／
２１日＝小学６年生～高校生向け、２２日＝一般の未経験者～初級
者向け／各日８人（いずれも申し込み順）

テニススクール
無料レッスン会

成瀬クリーンセン
ターテニスコート
（〒１９４−００４５、
南成瀬８−１−１、
辺７２７・６２４０）

●
全
日
本
不
動
産
協
会
～
不
動
産

街
頭
無
料
相
談
会

　

直
接
会
場
へ
日　

月　

日
午
前

１０

１４

　

時
～
午
後
４
時
場
ぽ
っ
ぽ
町
田

１０問
同
協
会
東
京
都
本
部
・
町
田
支

部
辺
７
１
０
・
１
７
０
７

●
町
田
市
経
営
診
断
協
会
～
セ
ミ

ナ
ー「
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
塾
」

　

詳
細
は
同
協
会
へ
対
リ
ー
ダ

ー
、
管
理
監
督
者
日　

月　

日
午

１０

２２

前　

時
～
午
後
５
時
場
町
田
商
工

１０
会
議
所
費
１
万
円
問
辺
７
１
０
・

５
８
８
９

●
都
立
小
川
高
校
～
公
開
講
座

「
親
子
で
学
ぶ
天
文
地
学
教
室
」

対
都
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

の
親
子
日　

月
６
日
午
後
５
時
～

１２

８
時
、
２
０
１
４
年
１
月　

日
午

１０

後
５
時　

分
～
７
時　

分
、
全
２

３０

３０

回
場
同
校
費
大
人
５
０
０
円
申
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
親
子
の
氏
名

・
電
話
番
号
・
年
齢
（
学
年
）・

性
別
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１０

３１

（
消
印
有
効
）に
同
校
（
〒　

―
０

１９４

０
０
３
、
小
川
２
―
１
０
０
２
―

１
、
辺
７
９
６
・
９
３
０
１
）
へ

●
都
立
久
留
米
特
別
支
援
学
校

（
病
弱
特
別
支
援
学
校
）
学
校
公

開日　

月
９
日
午
前
９
時　

分
～
午

１１

３０

後
０
時　

分
場
同
校
（
東
久
留
米

３０

市
）
内
授
業
公
開
、
学
校
見
学
申

辺
０
４
２
・
４
７
１
・
０
５
０
２

へ●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
の
お
知
ら
せ

【
ラ
イ
フ
ベ
タ
ー
た
ま
り
場
講
座
】

日　

月　

日
午
前　

時
～
正
午
場

１０

２０

１０

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー
内
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
基
本
動
作
を
取
り
入
れ
た
健

康
体
操
費
７
０
０
円
（
会
員
５
０

０
円
）
申
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
へ
問
辺

返
７
３
４
・
１
８
３
１

【
ま
ち
だ
雑
学
大
学
講
座
】

　

直
接
会
場
へ
日　

月　

日
午
後

１０

２３

２
時
～
４
時
場
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
４
階
講
習
室
内
一
人
一
人
を

大
切
に
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
費
会
員
以
外
２
０
０
円
問
辺

７
４
５
・
７
６
０
８

【
町
田
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
か

け
は
し
」
講
演
会
】

　

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
付
き
日

　

月　

日
午
後
２
時
～
４
時
場
町

１１

１６

田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
聞
こ
え
に

く
く
な
っ
て
も
豊
か
な
人
生
を
申

　

月
９
日
ま
で
に
辺
返
７
２
７
・

１１８
４
８
６
へ

●
わ
ん
ぱ
く
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
～

わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り

　

詳
細
は
同
ク
ラ
ブ
へ
日　

月　
１０

２０

日
内
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
問
辺
７
９

５
・
５
８
７
５

 
●
東
京
家
政
学
院
大
学
～
秋
・
冬

季
公
開
講
座

対
子
ど
も
や
教
育
に
関
心
の
あ
る

方
日　

月　

日
、　

月
７
日
、　

１１

１６

１２

２１

日
、
午
前　

時　

分
～
午
後
０
時

１０

４０

　

分
、
全
３
回
場
同
大
学
内
現
代

１０の
子
ど
も
と
学
校
申
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）

１０

２４

に
同
大
学
（
〒　

―
０
２
９
２
、

１９４

相
原
町
２
６
０
０
、
辺
７
８
２
・

９
８
２
４
）
へ
（
同
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
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体育協会からのお知らせ 問体育協会事務局（〒１９４−００４５　南成瀬５−１２　総合体育館内　辺７２４・３４４３）

申し込み対　象日時／会場／内容／費用／定員種目・教室名

歩きやすい履物と服装で直接集合場所へ（持ち
物＝弁当、水筒、雨具等）、　詳細は町田市ウォ
ーキング協会（辺０９０・８７４７・１９５８）へ

市内在住、在勤、在学の
小学生以上の方

１０月２０日午前８時５０分に星谷寺（小田急線座間駅下車徒歩８分）集合
／同寺～相模三川公園～海老名運動公園（９㎞ゴール、昼食）　～小
田急線愛甲石田駅前（１７㎞ゴール、午後４時３０分ごろ）／５００円

市民ウォーキング
「大山参り・第一日」

１０月２４日までに電話で町田市ボクシング連盟事
務局（辺７９３・１２５１）へ

①市内在住、在勤、在学
の女性②市内在住、在学
の小学生～高校生

１０月２５日①午前１１時～正午②午後５時３０分～６時３０分／協栄ボクシン
グジム町田／①楽しくシェイプアップ②基本動作と基礎体力向上のた
めのトレーニング／①１０人②２０人（いずれも申し込み順）

①ダイエットボクシング教室
②ジュニア育成地域推進事業
・ジュニアボクシング教室

実施要項参照で１０月１８日午後５時まで（必着）
に町田市ソフトテニス連盟へ

市内在住、在学または連
盟が推薦する近隣の小・
中学生

１０月２７日（予備日１１月２日）午前９時受け付け／成瀬クリーンセンタ
ーテニスコート／小学生１・２部、中学生男女の部、ダブルス５ゲー
ムまたは７ゲームマッチで３ペアの団体戦／１チーム３０００円

第７回ジュニアソフトテニス
大会団体戦

実施要項参照で１０月２１日まで（必着）にＦＡＸ
で町田市馬術連盟事務局（返７２７・３７３６）へ

市内在住、在勤、在学の
小学４年生以上の方（学
生は保護者の同意が必
要、小学生は保護者同伴）

１０月２６日～１１月２３日（１１月９日を除く、予備日１１月３０日）の土曜日、
午前１０時～正午、全４回／秦野国際乗馬クラブ／乗馬の初歩と各自の
技術別指導／１万５０００円／１５人（申し込み順）

乗馬教室

詳細は町田市少林寺拳法協会（辺０９０・３９６０・
１２８４）へ

市内在住、在勤、在学の
方

１０月２７日午後１時～４時／サン町田旭体育館／少年６級以下・少年５
級以上・一般拳士・一般初段・一般二段以上・親子・団体、全７部

第５６回町田市民体育祭
第４１回少林寺拳法演武会

実施要項参照で、往復ハガキに講座名・住所・
氏名・電話番号・年齢・性別・経験の有無（経
験者は年数）を明記し、１０月２３日まで（必着）
に体育協会事務局へ

市内在住、在勤の６０歳以
上でランニングをはじめ
たい、またはランニング
をしている方

１１月２日午前９時受け付け／町田市立陸上競技場／初心者クラス・経
験者クラス、講習と実技／１００円／各５０人（いずれも抽選）

シニアスポーツ振興事業
ラクに走れるランニング講座

※実施要項、申込用紙は総合体育館とサン町田旭体育館にあります。また、町田市体育協会のホームページ（http://www.machida-taikyo.com）でダウンロードもできます／会員の
費用は変わる場合があります／詳細はホームページまたは町田市体育協会へお問い合わせ下さい。
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市 民 カ レ ン ダ ーカ レ ン ダ ー

放送予定 町田市 まちテレ 検索
○町田市ホームページ、YouTubeとケーブルテレビでご覧いただけます
○１０月１日～２０日「City　SCOOP」　○１０月２１日～１１月１０日「小野路宿里山交流館」
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お
問
い
合
わ
せ
は

広
報
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
１

町田ショールーム
相談会開催中

★救急当番病院（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
 （中町１−１１−１１　辺７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：薬師台青空公園、藤の台住宅管理組合前
　１０時３０分：小山ヶ丘一丁目
　２時　　：小山田桜台
　２時１０分：忠生公園内駐車場
　３時１０分：都営八幡平
　３時２０分：図師小学校前、シーアイハイツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝辺７２９・５０７０　◯問 町田市社会福祉協議会辺７２２・
４８９８）

10／

１１
金

☆国際版画美術館市民展示室（～１４日　能面
展　◯問 井上辺７３５・３２０５）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急当番病院（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２−１５−４１　辺７２２・２２３０）１２

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　渇内科系　南町田病院
 （鶴間１００８−１　辺７９９・６１６１）
　渇外科系　町田慶泉病院
 （小川１５４６−２　辺７９５・１６６８）
　　　　　　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺７８９・０５０２）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会
館内（午前９時～午後５時　受け付けは４時３０分ま
で＝辺７２５・２２２５　要予約）

★当番医（午前９時～午後５時）
　渇なるせ内科・胃腸のクリニック◯内 
 （南成瀬５−１−１２　辺７１０・６１５５）
　渇にしむら小児科◯小 
 （中町１−１７−３　辺７２６・２４６８）
　渇学園ハートクリニック◯内 
 （玉川学園１−２１−１５　辺７２５・８４６８）
　渇伊藤診療所◯内 
 （鶴川４−３５−２　辺７３５・０１６６）
　渇中村クリニック◯内 ◯小 
 （木曽東３−２０−２８　辺７９２・００３３）

１３
日

☆市民ホールギャラリー（～１５日　津留美佐
子と仲間のピーターラビットのキルト展　
◯問 キルターズ・アップル津留辺７９５・２３２６）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“バスセンター・境
川公社住宅線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　渇内科系　多摩丘陵病院　
 （下小山田町１４９１　辺７９７・１５１１）
　渇外科系　町田市民病院
 （旭町２−１５−４１　辺７２２・２２３０）
　　　　　　つくし野外科胃腸科
 （つくし野３−４−８　辺７９５・５８２１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会
館内（１３日を参照して下さい）

★当番医（午前９時～午後５時）
　渇仁愛医院◯内 
 （高ケ坂８９２　辺７２８・１０５５）
　渇黒江医院◯内 
 （原町田６−２４−１１　辺７２２・３３１３）
　渇やすだこどもクリニック◯小 ◯内 
 （本町田９２０−１　辺７２５・９０５６）
　渇なかの整形外科・内科◯内 
 （能ヶ谷１−５−８　辺７３７・３６６９）
　渇ふくいんクリニック◯内 
 （山崎町２２００　辺７９１・１３０７）

１４
月

★救急当番病院（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６−２　辺７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：小山白山公園、境川住宅管理事務所前、

成瀬熊ケ谷戸公園
　１時５０分：総合体育館駐車場入口
　２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
　３時１０分：つくし野セントラルパーク、三輪沢谷戸

かえで公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（毎月
第３火曜日１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制、
次回分まで受け付け＝辺７２４・２１０２）１５

火

☆市民ホールギャラリー（～２０日　JRP町田
支部写真展　◯問 JRP町田支部辺０８０・５４０５
・２５３６）

★救急当番病院（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺７８９・０５０２）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時３０分まで、完
全予約制＝辺返７２５・２２２５）

□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：三輪第一住宅バス停前、鶴川さくら病院

前
　１０時３０分：町田荘
　２時　　：上小山田町はなみずき公園、西田橋公園、

小山市民センター横
　３時１０分：鶴間橋児童公園
　３時２０分：上宿公園、小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時３０分　市民相談室　電話予約制＝辺７２４
・２１０２）

１６
水

☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　第３０
回果林展　◯問 榎森辺７５５・０８９９）

☆市民ホールギャラリー（～２０日　新自在展
絵画・植物画・陶芸・工芸・写真　◯問 新自
在会辺７２３・５１３３）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番病院（内科系　午後７時～翌朝８時）
　ふれあい町田ホスピタル
 （小山ヶ丘１−３−８　辺７９８・１１２１）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（１６日を参照して下さい）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１時５０分：都営町田中里橋アパート
　２時　　：小野路公会堂、小山観音谷戸
　３時　　：薬師ケ丘住宅
　３時１０分：かしのみ公園
　３時３０分：相原中央公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○登記相談〈不動産登記について〉（１時３０分～４時　市民
相談室　電話予約制＝辺７２４・２１０２）

○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　来所相談と乳房マッサ
ージは要予約　電話相談は随時受付＝辺７２５・５４１９）

○栄養・健康相談（９時１５分～１０時３０分、１時１５分～３時
健康福祉会館　◯問 健康課辺７２５・５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番病院（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１−１１−１１　辺７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：木曽ほがらか公園横
　１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライフ

尾根道
　２時　　：馬場児童公園前、南町田ハイタウン、鶴

間風の子公園
　３時　　：鶴間ガーデンセシア
　３時１０分：小山小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１１日を
参照して下さい）
○心配ごと相談（１１日を参照して下さい）１８

金

☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　ＭＯ
Ａ美術館町田みんなの児童作品展　◯問 水谷
辺７２８・５３６４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急当番病院（内科系　午後１時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８−１　辺７９９・６１６１）１９

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　渇内科系　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺７８９・０５０２）
　渇外科系　多摩丘陵病院　
 （下小山田町１４９１　辺７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （根岸町１００９−４　辺７９８・７３３７）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　耳鼻咽喉科・アレルギー科のぶクリニック
 （能ヶ谷１−５−８　辺７３７・１１８７）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会
館内（１３日を参照して下さい）

★当番医（午前９時～午後５時）
　渇森内小児科内科◯小 ◯内 
 （南成瀬５−１−７　辺７２２・３５０７）
　渇町田東口クリニック◯内 
 （森野１−３５−８　辺７２１・８８５５）
　渇小野寺クリニック◯内 
 （本町田４３９４−９　辺７３２・５６０５）
　渇鈴木内科医院◯内 ◯小 
 （三輪緑山３−２２−１１　辺０４４・９８８・７０５７）
　渇原内科クリニック◯内 
 （木曽東１−４５−２　辺７３２・５３５５）

２０
日

月･火･木･金･土曜日:午前9時30分～午後4時
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）

電話による女性悩みごと相談
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）

法律相談有り＝要予約辺７２１・４８４２

救急当番病院などのお問い合わせ

医師会テレホンサービス辺739・0660

http://www.machida.tokyo.med.or.jp
医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ

二次救急医療（入院を必要とする救急医
療）に毎日24時間対応します。※受診す
る場合は必ず電話でご連絡下さい。
【内科系・外科系】
　　・町田市民病院　　　　緯722・2230
　　・多摩丘陵病院　　　　緯797・1511
　　・町田慶泉病院　　　　緯795・1668
　　・南町田病院　　　　　緯799・6161
【内科系のみ】
　　・町田病院　　　　　　緯789・0502
【外科系のみ】
　　・おか脳神経外科　　　緯798・7337
※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。
　おかけになる前にもう一度ご確認を！

辺 ・ ・

救急病院・救急当番病院は
受診の前には必ずお電話を

歯科口腔健康診査を受けましょう
町田市歯科医師会　辺726・8018

町田市健康課　辺725・5178

教育相談（月～金）教育センター
電話相談

9:00~12:00  1:00~4:30

来所・出張
相談の予約

辺792･6548

辺792･6546

電話・来所による児童相談

子ども家庭支援センター

月～金曜日、８時３０分～５時

辺７２４・４４１９

法律相談は電話予約制です

市民相談室辺724・2102

金曜日の午前8時30分から、次週分の予約を
受け付けます。

マナーを守って
ペットを飼いましょう

ごみの
ポイ捨てはやめましょう

毎日実施しています

辺710・0927
※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい
午後６時から電話をお受けしています

□健康課辺725・5471問

受付時間＝午後6時（午後7時から診療）～午後9時30分

町田市医師会
準夜急患こどもクリニック
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